
人

格

主

体

論

(
霊
魂
論
)

!
ー
ー
倶
舎
論
破
我
品
訳
註
口

村

上

真

に士'"
7G 

lま

し

が

き

世
親
(
〈
伊
田
口

Z
E
E
-
五
世
紀
)
が
、
説
一
切
有
部
の
思
想
を
批
判
的
に
体
系
化
し
た

守
倶
舎
論
』

の
最
後
の
「
破
我
口
問
」
は
、

い
わ
ゆ
る
我
(
段
B
同

P

霊
魂
、
自
我
)
を
否
定
し
な
が
ら
、
人
格
の
主
体
に
つ
い
て
の
内
外
の
諸
説
を
検
討
し
つ
つ
議
論
を
展
開
し

て
い
る
、

イ
ン
ド
思
想
史
上
で
も
重
要
な
一
章
で
あ
る
。
部
派
仏
教
内
の
積
子
部
は
、
身
心
の
諸
要
素
(
五
頼
、
法
)
と
別
で
あ
る
と

も
別
で
な
い
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
(
不
可
説
な
)
人
格
主
体
(
宮
内
古
田

F

補
特
伽
羅
)
が
有
る
、
と
主
張
す
る
が
、
論
主
は

そ
の
説
を
吟
味
し
て
否
定
し
て
、
人
格
主
体
と
は
身
心
の
諸
要
素
(
趨
)
に
お
い
て
の
み
概
念
説
定
さ
れ
る
仮
象
(
仮
有
)

に
過
ぎ
な

い
と
論
じ
、
無
我
説
に
お
け
る
諸
の
難
問
に
答
え
、
他
学
派
と
の
対
論
を
通
し
て
無
我
説
の
真
意
を
明
か
し
、
業
の
問
題
に
も
論
及
し

て
こ
の
論
を
結
ん
で
い
る
。

い
ま
そ
の
論
旨
を
次
に
目
次
で
示
し
て
お
く
。

も

く

じ

1 

無
我
説
|
i我
(
霊
魂
〉
は
存
在
し
な
い

人
格
主
体
論
〈
霊
魂
論
)

九
九
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8
佳

と
し
て
仮
に
有
る
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
〕

一O
O

付

グ

ド

ガ

ヲ

積
子
部
の
人
格
主
体
説
に
つ
い
て
の
検
討

2 

人
格
主
体
は
実
在
か
仮
象
(
概
念
設
定
)
か

l
l仮
象
で
あ
る

火
と
燃
料
の
比
犠
1

1
人
格
主
体
は
火
に
身
心
の
諸
要
素
(
麓
)
は
燃
料
に
喰
え
ら
れ
る
と
い
う
が

人
格
主
体
は
身
心
の
諸
要
素
(
語
、
法
)
と
別
で
あ
る
と
も
別
で
な
い
と
も
一
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
(
不
可
説
)
と
い
う
が
|
|
否

無
我
(
非
我
)
説
の
典
拠
(
教
証
)

教
証
の
検
討
l

l
教
証
は
否
定
さ
れ
な
い

有
我
観
は
身
心
の
諸
要
素
(
非
我
)
を
我
と
見
る
に
渇
き
な
い
|
|
人
格
主
体
は
仮
象
で
あ
る

〔
以
上
は
『
知
の
遜
遁
|
仏
教
と
科
学
塚
本
啓
祥
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
(
佼
成
出
版
社
、
平
成
五
年
)
二
七
一
l
l
二
九
二
ペ
ー
ジ
〕

3 4 5 6 7 8 

無
我
説
に
お
け
る
諸
難
問
題

J

7

F

ガ
ヲ
マ

一
切
知
者
の
問
題
|
|
人
格
主
体
は
必
要
か
|
|
否

人
生
の
重
荷
を
負
う
者
の
問
題
|
|
人
格
主
体
は
必
須
か
|
|
杏

化
生
の
有
情
の
問
題
|
|
そ
れ
も
身
心
の
諸
要
素
の
集
合
体
の
連
続
態
(
麓
相
続
〉
で
あ
る

人
格
主
体
が
生
ま
れ
る
か

!
l人
格
主
体
は
集
合
体
(
麓
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い

生
命
体
(
個
我
)
の
問
題
|
|
生
命
体
は
な
い
|
|
無
記
説

無
記
説
の
諸
例

輪
廻
の
問
題
|
|
身
心
の
諸
要
素
(
慈
〉
が
連
続
す
る
の
は
火
の
延
焼
に
喰
え
ら
れ
る

有
我
説
批
判

記
憶
の
問
題

i
l人
格
主
体
を
要
し
な
い

。
16 15 14 13 12 11 10 9 

同

他
学
派
と
の
対
論

18 17 

文
法
学
者
と
の
対
論
|
|
行
為
(
認
識
)
と
行
為
者
(
認
識
者
)
の
問
題
|
|
我
を
要
し
な
い

ヴ
ァ
ィ
シ
ェ
l
シ
カ
(
勝
論
〉
説
批
判
1

1
我
と
知
(
心
〉
の
問
題
|
|
我
は
無
用

伺

業

間

題

の

22 21 20 19 

自
我
意
識
と
そ
の
対
象
|
|
身
心
の
諸
要
素
(
経
)
に
対
し
て
自
我
意
識
が
あ
る

業
の
作
者

l
l身
心
の
諸
要
素
の
諸
集
合
体
(
麓
〉
か
ら
成
る
者
。
我
は
無
用

ど
の
よ
う
に
し
て
業
か
ら
果
が
生
ず
る
か

l
i業
の
連
続
態
の
特
殊
の
変
化

結
語
|
|
業
と
そ
の
果
を
す
べ
て
知
る
の
は
諸
仏
の
み

(ニ)

無
我
説
に
お
け
る
諸
難
問
題
〕

r-、
8 

J
y
y
a
n

ラ

一
切
知
者
の
問
題
|
|
人
格
主
体
は
必
要
か
l
l
l
否〕

〔
反
対
論
者
(
憤
子
部
ぐ
伴
印
刷
宮
可
判
官
)
は
言
う
〕
。
も
し
こ
の
よ
う
〔
に
、
人
格
主
体
守
口
仏
宮

F
補
特
伽
羅
〉
が
、
概
念
設
定

で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
は
仏
は
一
切
知
者
(
由
民
4
と

E-
一
切
智
、
全
知
)
で

な
ぜ
な
ら
、

い
か
な
る
心
(
口
吉
田
)
ま
た
は
心
作
用

(
g
E
P

お
よ
y c 

し切
かを
し知
人グる
格ドよ
主ガう
体ラな
はも

心
所
)
も
、

あ
る
こ
と
を
得
な
い
。

な
ぜ
な
ら
〔
心
や
心
作
用
は
〕
利
那
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
守
包

o
p己
4
ぽ)。

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(D.87b) 

ろ
〔
一
切
を
〕
知
る
で
あ
ろ
う
。

マ

〔
論
破
〕
そ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
、
心
が
消
滅
し
て
も
人
格
主
体
は
消
滅
し
な
い
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ

(
人
格
主
体
)
が
常
住
(
永
遠
)
で
あ
る
(
巳
3
1伊
丹

g)
と
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
我
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
知
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
仏
が
一
切
知
者
で
あ
る
、

と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
い
。

む
し

〔
仏
に
は
知
る
〕
能
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

(
由
同
日
目
立

ru可
帥

F

有
堪
能
故
)
。

な
ぜ
な
ら
、

お
よ
そ
こ
の
仏
と
呼
ば
れ
る
〔
身
心

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

。



。

制
の
諸
要
素
の
〕
連
続
態
(
由

gszw
諸
趨
相
続
)
に
は
、
意
志
だ
け
に
よ
っ
て
(
与
宮
官

-B同
R
m宮
)
欲
す
る
と
こ
ろ
に
無
顛
倒
の
知

ハ
りーム

V

R
が
生
ず
る
こ
の
能
力
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
〔
人
は
〕
言
う
。

国

(

日

)

伊
〈
連
続
態
(
出
回

EMMEw
相
続
)
に
よ
っ
て
〔
知
る
〕
能
力
が
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
火
が
一
切
を
食
う
(
焼
く
)
と
考
え
ら
れ
る
よ

A
笠

う
に
、
そ
の
よ
う
に
一
切
知
者
(
由
民

g
・4
E
)

を
認
め
る
が
よ
い
。

一
度
に
一
切
を
知
る
か
ら
で
は
な
い
(
口
問
回
目
F
1
S
2
8可
白

J
-
E
S
F
非
由
頓
遍
知
)
〉
。

46722 

〔
間
〕
ど
う
し
て
こ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
か
。

〔答〕

〔
経
に
〕
過
去
の
〔
諸
仏
〕
等
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
即
ち
〕

〈
ま
た
お
よ
そ
過
去
の
諸
正
覚
者
た
ち
、

ま
た
現
在
の
正
覚
者
は
、
多
く
の

(
臼
)

(
『
雑
阿
合
』
巻
四
四
(
一
一
八
八
)
、
め
・
∞
-
N
-
H
N
W
k
H
A
P
-
N
r
N
)

と。

ま
た
未
来
の
諸
仏
、

〔
人
々
の
〕
憂
い
を
滅
す
る
方

で
あ
る
〉

4681 

らそ
れし
るて
が貴
、殿
人グ等
格vに
主ガよ
体ラれ
iJ' v主

〔
身
心
の
諸
要
素
の
〕
諸
集
合
体

(
m
E
E
E
F
誼
)
の
み
が
三
世
に
あ
る
公

E
-
E
L
T
F芯
と
認
め

〔
そ
う
認
め
ら
れ
る
の
〕

で
は
な
い
。

4681 

〔
反
対
論
者
は
問
う
〕
。

人
生
の
重
荷
を
負
う
者
の
問
題
|
|
人
格
主
体
は
必
須
か
i
|
|
否
〕

」

プ

ド

ガ

も
し
人
格
主
体
が
〔
身
心
の
諸
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
誼
)
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、

何
故
に
〔
世
尊
は
〕

r一、

9 

」
う
説
く
の
か
。

〔
即
ち
〕

示
そ
う
〉

〈
比
丘
た
ち
ょ
。
汝
等
に
〔
私
は
人
生
の
〕
重
荷
(
ず

E
E
重
担
)
と
重
荷
の
取
得
と
重
荷
の
放
棄
と
重
荷
を
負
う
者
と
を
説
き

(
臼
)

匂
-
N
N
・

s・
3
と。

(
『
雑
阿
含
」
巻
一
一
一
(
七
三
)
、

『
増
壱
阿
含
』
巻
一
七
(
二
五
・
四
)
、

〔
反
間
〕
何
故
に
こ
う
説
く
べ
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

〔
論
者
の
答
〕
な
ぜ
な
ら
〔
人
生
の
〕
重
荷
そ
の
も
の
が
重
荷
を
負
う
者

9
E
E
-
E
S
)
で
あ
る
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
か
ら

で
あ
る
。
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
、

と

〔
論
破
〕

〔
人
格
主
体
が
〕
不
可
説
で
あ
る

(
虫
、
回
目
内

S
4
U刊
mr

言
う
こ
と
が
で
き
な
い
)
と
い
う
の
も
正
し
く
な
い
。
何
故
か
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た

〔
人
生
の
〕
重
荷
の
取
得
も
集
合
体
(
癌
)
を
含
ま
な
い
と
い
う
結
果
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。

〔
人
生
の
〕
重
荷
を
負
う
も
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
、

と
世
尊
は
説
き
示
し
た
。

〔
即
ち
〕

4686 

〈
お
よ
そ
こ
の
尊
者
は
、

こ
の
よ
う
な
名
を
も
ち
、

こ
の
よ
う
に
永
く
生
き
、

(
口
出
)

『
増
壱
阿
合
』
巻
一
七
(
二
五
・
四
)
、
匂
-
N
N
-
M
N
・
3

乃
至
、

こ
の
よ
う
な
寿
命
を
も
っ
て
終
わ
る
〉

(
『
雑
阿
含
』
巻
一
二
(
七
一
二
)

〔と〕
0

そ
こ
で
そ
の

〔
尊
者
〕

(
日
)

は
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
常
住
で
あ
る
と
か
、
不
可
説
で
あ
る
と
か
と
認

識
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
諸
集
合
体
(
誼
)

だ
け
が
諸
集
合
体
の
損
害
の
た
め
に
作
用
し
、

以
前
の

〔
集
合
体
〕

は
以
後
の

〔
集
合
体
の
損
害
の
た
め
に
作
用
す
る
〕
。
と
〔
こ
の
よ
う
に
人
生
の
〕
重
荷
を
重
荷
を
負
う
者
と
見
倣
し
て
説
か
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

〔
人
生
の
〕
重
荷
と
は
損
害
を
意
味
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

10 

化
生
の
有
情
の
問
題
|
|
そ
れ
も
身
心
の
諸
要
素
の
集
合
体
の
連
続
態
(
寝
相
続
)
で
あ
る
〕

.

フ

ド

ガ

ラ

宗
嗣
者
は
言
う
〕
。
人
格
主
体
は
ま
さ
し
く
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〔
経
に
〕

(
弱
)

〈
化
生
の
有
情
(
由
主

g
ロ
方
向
℃
同

E
E
)
は
い
な
い
、
と
い
う
の
は
誤
っ
た
見
解
(
邪
見
)
で
あ
る
〉
(
ミ
-
H

ロ
呂
田
r間
口
色
町

E
E
-

46810 

m
E
S
)
 

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
〉
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一O
四

と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

調
て
「
人
経
」

D
 
パ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
誰
で
も
、
他
の
と
こ
ろ
に
化
生
す
る
有
情
と
呼
ば
れ
る
〔
身
心
の
諸
要
素
の
〕
集
合
体
の
連
続
態
(
菊
田
相
続
)
の

1
b
 

マ

蜘
否
定
を
な
す
者
に
は
、
「
化
生
の
有
情
は
い
な
い
し
と
い
う
こ
の
邪
見
が
あ
る
。
諸
集
合
体
(
誼
)
が
化
生
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

p、
グ

ド

ガ

ラ

(
る
。
も
し
こ
の
邪
見
が
人
格
主
体
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

(冨
E
Z官
官
E
Z
R
P
『
雑
阿
含
』
巻
一
一
二
(
二
一
O
六
)
)
に
お
い
て
分
析
さ
れ
た
の
だ
(
h
b
N
S
・
匂
・
怠
印
)
、

し
か
し
、
有
情
が
あ
る
通
り
に
、
そ
の
通
り
に
、
世
尊
に
よ
っ

マと
〔
我
々
は
〕
言

〔
論
破
〕
し
か
し
誰
が
「
化
生
の
有
情
は
い
な
い
」
と
言
っ
た
か
。

何
に
よ
っ
て
断
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
ぜ
な
ら
こ
れ

(
邪
見
)
が
見
と
修
と
に
よ
っ
て
断
ぜ
ら
れ
る
(
皆
同
小
田
口
守
害
問
4
8
P
M
}
E
r伯
仲
田
司
可
る
と
い
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

グ

ド

ガ

ラ

(

閉

山

)

人
格
主
体
は
〔
四
〕
諦
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
〔
見
に
よ
っ
て
断
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
〕
。
〔
論
者
い
わ
く
、
経
に
〕

3

プ

ド

ガ

ラ

(

問

調

)

W
〈
一
人
の
人
格
が
世
間
に
生
じ
よ
う
と
し
て
生
ず
る
〉
(
『
増
壱
阿
合
』
巻
一
一
一
(
八
・
二
J
六
)
、
問
巻
五
(
=
了
一
一
一
)
、
ト
ご
ω
-
C

4
 

プ

ド

ガ

ラ

一

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
か
ら
、
〔
人
格
主
体
は
〕
諸
集
合
体
(
誼
)
で
は
な
い
、
と
い
う
な
ら
ば
、
〔
答
え
る
〕
。
そ
う
で
は
な
い
。
集

〔
な
ぜ
な
ら
〕

合
(
回
目
自
己
缶
百
)
に
お
い
て
も
一
っ
と
比
轍
的
に
説
く
の
だ
か
ら
、

…
町
ま
り
、
一
つ
の
言
葉
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
人
格
主
体
は
、
作
ら
れ
た
も
の
合
若
田

E
F
有
為
)
で
あ
る
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
の
胡
麻
、

一
つ
の
米
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

一
つ
の
集

と
言
わ
な

〔
な
ぜ
な
ら
人
格
主
体
が
〕
発
生
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

" 11 

グ

ド

ガ

ヲ

人
格
主
体
が
生
ま
れ
る
か
』
|
|
人
格
主
体
は
集
合
体
(
纏
)
に
ほ
か
な
ら
な
い
〕

C
U
 
4
 よ
う
に
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
別
の
諸
集
合
体
(
趨
)
を
取
る
か
ら
(
回
目
門
間
口
仏
r
pロ
S
E
E己
匂
包
宮
伴
)
〔
人
格
主
体
が

〔
論
者
は
言
う
〕
。
そ
れ
(
人
格
主
体
)
は
、

た
と
え
ば
諸
集
合
体
(
誼
)
が
新
た
に
現
れ
出
る
か
ら
〔
生
ず
る
〕
よ
う
に
、

そ
の

生
ず
る
の
で
あ
る
日

た
と
え
ば
学
聞
を
身
に
つ
け
る
か
ら
(
己
身
同
占

Z
E
E口
同
一
円
〉
、
祭
官
々
と
E
F
P

能
調
者
)
が
生
ま
れ
た
、

文
法
学
者

(
g
-
Z
E
E宮唱
記
論
者
)

が
生
ま
れ
た
、

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

〔
行
者
の
〕
標
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

Q
E
m日
'
Z
℃
包
皆
同
F

儀
式
を
取
る
が
故
に
)
比
丘
が
生
ま
れ
た
、
遊
行
者
(
百
円
円
三
と
停
る
が
生
ま
れ
た
と
〔
い
い
〕
、
他
の

〔
身
心

の
〕
状
態
(
白
4
g
F
P
位
)
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
老
人
が
生
ま
れ
た
、
病
人
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
よ
う
に
、

と

〔
答
え
る
〕
。
そ
う
で
は
な
い
。

〔
そ
の
考
え
は
〕
却
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
世
尊
に
よ
っ
て
「
勝
義
空
性
(
沼
田

E-

B
b
E
g
E
E口
百
五
勝
義
空
契
経
)
と
い
う
経
」

(
『
雑
阿
含
』
巻
一
一
一
一
(
一
二
三
五
)
第
一
義
空
経
)
に
お
い
て
こ
そ
却
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る。

〔
す
な
わ
ち
〕

468" 

〈
比
丘
た
ち
ょ
。

ま
こ
と
に
こ
の
よ
う
に
、
業
は
あ
り

〔
業
の
〕
異
熟
(
己

z
r
p
報
い
)
は
あ
る
。
が
、
こ
れ
ら
の

〔
身
心

ま
た
別
の
諸
集
合
体
(
誼
)
と
再
結
合
す
る
と
こ
ろ
の
作
者
〈

E
E
E〉
は
、
存

在
の
要
素
に
つ
い
て
の
慣
行
的
約
束
♀

r
R
H
E
a
g
F
a
p
法
仮
)
以
外
に
は
、
認
識
さ
れ
な
い
〉
(
『
雑
阿
含
』
巻
一
一
一
一
(
一
一
一
一
一
一
即
日
)

の
諸
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
鑑
)
を
捨
て
て
、

と

ま
た
「
パ

I
ル
グ
ナ
経
」

(
出
向
ぽ

5
2
2
5
頗
勃
具
那
経
。

説
か
れ
て
い
る
。(ω) 

〔
彼
が
〕
受
け
取
る
(
与
包
皇
巾
)
と
は
〔
私
は
〕
言
わ
な
い
〉
(
『
雑
阿
含
』
巻
一
五
(
三
七
二
)
、
匂
-
H
N
-
p
d

『
雑
阿
含
』
巻
一
五
(
三
七
二
〉
〉
に
も
〔
次
の
よ
う
に
〕

〈パ

1
ル
グ
ナ
よ
。

と

〔
身
心
の
諸
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
趨
)
を
受
け
取
る
い
か
な
る
者
も
無
い
し
、
ま
た
捨
て
去
る
者
(
ロ

Zιω
も

マ

(

何

回

)

〕
制
無
い
。
ま
た
貴
殿
が
、
ま
ず
祭
官
、
な
い
し
病
人
を
何
に
関
し
て
比
聡
と
な
す
の
か
。
も
し
人
格
主
体
に
〔
関
し
て
比
轍
と
な
す
〕
と

h

v

(

臼
)

日
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
(
比
聡
)
は
成
立
し
な
い
。
も
し
心
と
心
の
作
用
(
心
所
)
と
に
(
口
t
E・g-R山
口
)

P
 

そ
れ
ゆ
え
に
、

〔
関
し
て
比
喰
と
な
す
〕
と

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
〉

一O
五



一O
六

-Y 
胤
い
う
な
ら
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
伊
(
心
・
心
所
)
は
利
那
ご
と
に
新
た
に
生
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
身
体
に
〔
関
し
て
比
喰

ゆ
と
な
す
〕
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
も
〔
心
・
心
所
の
場
合
と
〕
同
様
で
あ
る
。
ま
た
身
体
と
学
問
・
標
識
の
よ
う
に
集
合
体
(
誼
〉
と

人
格
主
体
と
が
別
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

(

川

田

)

EU14同
)
転
変
説
(
官
民
包
自
戸
・
4
包
る
は
否
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
ら
は
比
喰
と
は
な
ら
な
い
。

老
人
と
病
人
と
は
も
う
身
体
を
異
に
す
る
。

な
ぜ
な
ら
サ

l
ン
グ
ヤ

(
数
論
)
の
(
m
m
H
H
H
γ

4695 

ま
た
も
し
〔
身
心
の
諸
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
癌
)
に
は
新
し
い
発
生
が
あ
る
が
、
人
格
主
体
に
は
〔
発
生
は
〕
認
め
ら
れ
な
い
と

す
る
と
、
そ
れ
(
人
格
主
体
)
は
そ
れ
ら
(
誼
)
と
は
異
な
り
、

ま
た
永
遠
(
常
住
)
で
あ
る
と
、
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

集
合
体
(
誼
)
は
五
つ
で
あ
り
、
人
格
主
体
は
一
つ
で
あ
る
と
言
う
な
ら
、
ど
う
し
て

〔
両
者
が
〕
異
な
る
、
と
言
わ
れ
な
い
の
か
。

〔
間
〕
ど
う
し
て
、

ま
ず
元
素

(
F呂田
w

大
種
)

は
四
つ
で
あ
る
の
に
、
色
は
一
つ
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
(
元
素
)
と
は
色
が
別

で
は
な
い
の
か
。

〔
答
〕
こ
れ
は
〔
他
の
い
主
張
に
属
す
る
過
失
で
あ
る
。

〔
間
〕
ど
の
主
張
に
お
け
る
〔
過
失
〕

台、

〔答〕

〈
何
回
〉

〔
覚
天
(
切
戸
内
注
目
阿
見
雪
印
)
の
〕
「
元
素
(
大
種
)
だ
け
が
あ
る
」
と
い
う
主
張

(
F
2
8骨片山
Ea匂
佐
官
)

に
お
け
る
〔
過

失
〕
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

色
が
元
素
(
大
種
)
だ
け
で
あ
る
よ
う
に
、

人
格
主
体
は
集
合
体
(
誼
)
だ
け

(団}内田口【問中

g
g
g
)
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

" 12 

生
命
体
(
個
我
〉
の
問
題
|
|
生
命
体
は
な
い
|
|
無
記
説
〕

4699 

〔
間
〕
も
し
人
格
主
体
が
集
合
体
(
趨
)
だ
け
で
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
て
世
尊
に
よ
っ
て
、

〈
生
命
体

Q
S
個
我
、
命
者
)
は
即
ち
身
体
公
民
同
町
田
)
で
あ
る
、
或
い
は
異
な
る
〉

〈

何

回

)

『
別
訳
雑
阿
合
』
巻
一

O
(
一九
O
)、
句
・
怠
・
叶
-
N

ミ
一
詰
〉
m
m
Z
R
n
r問
問
。
立
国
自
由
民
片
品
と
、

(
『
雑
阿
含
』
巻
三
四
(
九
五
七
)

ハ
九
六

一、ーノ

答
え
ら
れ
(
記
説
さ
れ
)
な
か
っ
た
の
か
。

〔
答
〕
問
う
者
の
意
向
を
予
想
す
る
か
ら
で
あ
る
(
忠

asmgaε
。

な
ぜ
な
ら
彼
が
唯
一
の
内
に
は
た
ら
く
霊
我
守
口
仲
良
・

4
8町
田
目
吉
百
官
)
と
し
て
の
生
命
体
(
個
我
)
と
い
う
実
体
ヘ
]
守
戸

'LHSU1日
)
に
つ
い
て
問
う
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
(
生

命
体
)
は
ど
こ
に
も
な
い
。
ゆ
え
に
ど
う
し
て
そ
れ
(
生
命
体
)
が
他
で
あ
る
と
か
或
い
は
他
で
な
い
と
か
、
答
え
ら
れ
ょ
う
か
。

(

同

町

)

と
え
ば
亀
の
毛
の
硬
さ
或
い
は
柔
か
さ
の
よ
う
に
〔
答
え
ら
れ
な
い
〕
。

Tこ

側
ま
た
こ
の
問
題

(
m
E
E
r
p
結
)
は
も
う
古
人
た
ち
に
よ
っ
て
解
か
れ
た
0

4
 寧
)
の
と
こ
ろ
に
ミ
リ
ン
ダ
王
(
冨
乙
吉
皆
同
削
Y
P
畢
郊
陀
王
)
が
や
っ
て
来
て
言
う
。

(ω) 

沙
門
た
ち
は
多
弁

(
Z
E・4
0
口
停
る
で
す
。
も
し
何
で
も
〔
私
が
〕
聞
い
ま
す
と
、
そ
れ
だ
け

(

油

田

)

な
ぜ
な
ら
、
上
座
ナ
i
ガ
セ

i
ナ

(
Z
R
a
g
p
龍

(P.I0lb) 

を
答マ「
え私
ては
下尊
さ者
し、 Uこ
」お

と尋
。ね

し
7こ
し、

「
間
い
た
ま
え
」
と
〔
上
座
に
〕
言
わ
れ
て
〔
王
は
〕
問
う
た
。

「
一
体
、
生
命
体
(
個
我
)
は
即
ち
身
体
で
す
か
。
生
命
体
と
身
体
と
は
別
々
で
す
か
」
と
。

彼
(
王
)
は
言
っ
た
。

「
こ
れ
は
答
え
ら
れ
な
い
(
白

d
停
吋

F
無
記
)
」
と
上
座
は
言
っ
た
。

「
尊
者
は
他
の
こ
と
は
答
え
て
は
い
け
な
い
と
、
も
う
先
に
約
束
を
し
た
で
は
な
い
で
す
か
。
ど
う
し
て
、
こ

れ
は
答
え
ら
れ
な
い
、
と
こ
こ
で
他
の
こ
と
だ
け
を
答
え
る
の
で
す
か
し
と
。

、，ノa
v

 

m
上
座
は
一
言
っ
た
。

D
 

「
私
も
大
王
に
お
尋
ね
し
た
い
。
王
た
ち
は
多
弁
で
す
。
も
し
何
で
も
〔
私
が
〕
問
い
ま
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
を
答

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

一O
七



一O
八

え
て
下
さ
い
」
と
。

〔
王
に
〕

「
問
う
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
、

〔
上
座
は
〕
問
う
た
。

「
あ
な
た
の
宮
中
に
あ
る
マ
ン
ゴ
ー
の
木
の
果
実
は
酸
っ
ぱ
い
で
す
か
。
そ
れ
と
も
甘
い
で
す
か
」
と
。

「
私
の
宮
中
に
は
マ
ン
ゴ
ー
の
木
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
〔
王
は
〕
言
っ
た
。

「
大
王
は
他
の
こ
と
は
答
え
て
は
い
け
な
い
と
、
も
う
先
に
私
と
約
束
を
し
た
で
は
な
い
で
す
か
。
ど
う
し
て
こ
こ
で
マ
ン
ゴ
ー
そ

の
も
の
が
な
い
、
と
他
の
こ
と
だ
け
を
言
っ
た
の
で
す
か
」
と
。

彼
(
王
〉
は
言
っ
た
。

「
ど
う
し
て
木
が
な
い
の
に
、
そ
の
実
の
酸
っ
ぱ
き
ゃ
或
い
は
甘
さ
を
答
え
る
の
で
す
か
」
と
。

「
大
王
よ
。

ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
に
、
そ
の
同
じ
生
命
体
(
個
我
)
が
無
い
の
に
、
ど
う
し
て
そ
れ
(
生
命
体
〉
が
身
体
と
異
な
る

と
か
、
或
い
は
異
な
ら
な
い
と
答
え
る
の
で
す
か
」
と
o

nv 

内

bAa 

〔
問
〕
ど
う
し
て
世
尊
に
よ
っ
て
も
、

〔
生
命
体
〈
個
我
)
が
〕
無
い
の
で
あ
る
、
と
説
か
れ
な
か
っ
た
の
か
。

〔
答
〕
問
う
者
の
願
い
を
予
想
す
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

は
、
生
命
体
(
個
我
〉
と
い
う
名
の
属
す
る
集

〔
問
う
者
〕

合
体
の
連
続
態

(mEロ
島
田

-
B
E
E
P
諸
誼
相
続
〉
も
無
い
と
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
、

縁
起

仰
(
有
印
口
々
回
E
E
B己
百
円
四
回
)
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
邪
見
に
堕
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

マ

ま
た
彼
は
そ
の
〔
仏
の
〕
教
示
に
堪
え
な
い
。

" 13 

無
記
説
の
諸
例
〕

(P.102a) 
4701 

ま
た
次
の
理
由
か
ら
、
こ
の
〔
次
の
〕
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。
即
ち
世
尊
に
よ
っ
て
〔
こ
う
〕
説
か
れ
て
い
る
。

マ

に
聞
い
を
間
わ
れ
て
、

ヴ
ァ
ト
サ
姓
の
遊
行
者
(
〈
色
白
曲
目
印

m
a
E
官
民
4
H
と
呉
国
)

「
我
(
智
自
由
ロ
)
が
有
る
」
と

〈
阿
難
よ
。

〔
私
が
〕
答
え
る
な
ら
、

コ
切
法
(
存
在
要
素
〉
は
非
我
(
無
我
)
で
あ
る
(
由

R
S岳
民
自
帥
田
口
出
自
問

E
V〉
」
と
い
う
語
の

た
め
に
、
適
切
で
は
な
い
(
停
と
句
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

阿
難
ょ
。

ヴ
ァ
ト
サ
姓
の
遊
行
者
に
間
い
を
問
わ
れ
て
、

「
我
が
無
い
」
と
〔
私
が
〕
答
え
る
な
ら
、
ヴ
ァ
ト
サ
姓
の
遊
行
者

は
、
も
う
予
め
迷
っ
て
い
た
の
に
、

「
〔
先
に
〕
有
っ
た
私
の
我
は
、

今
や
私
に
は
無
い
」
と
、

ま
す
ま
す
迷
い
に
堕
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

(
初
)

阿
難
ょ
。
我
が
有
る
と
い
う
の
は
、
常
〔
見
〕
公
忠

g
g〉
に
な
る
。
阿
難
よ
。
我
が
無
い
と
い
う
の
は
、
断
〔
見
〕

(Enraι

(

拘

)

(

冗

)

に
な
る
〉
(
『
雑
阿
含
』
巻
三
四
(
九
六
一
〉
)

と
詳
し
く
説
か
れ
る
。

4707 

ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
〔
大
徳
童
受
(
罫
包

S
S
E
E
B常
国
-
払
切
は
〕
言
う
。

〈
符
)

e

〈
見
解
の
牙
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
公
忽
昨
日
牛
田
信
託
H
m
寄
与
Z
E
)
と、

。ナ

虎
が
仔
〔
の
虎
〕
を
〔
口
に
く
わ
え
て
〕
運
ぶ
よ
う
に
、
勝
者
ハ
仏
)
た
ち
は
法
を
説
く
。

や
ぷ

諸
の
業
が
壊
ら
れ
る
こ
と
と
を
心
配
し
て
、
母

(D.89b) 

な
ぜ
な
ら
、

〔
我
〕
見
の
牙
に
よ
っ
て
、

〔
人
は
〕
我
が
有
る
(
伯
仲
B
俊
民
守
る
と
執
ら
わ
れ
て
傷
つ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
我
が
有
る
と
い
う
〕
俗
説
公
2
5
2
F
世
俗
)
に
至
ら
な
け
れ
ば
、
善
〔
業
〕

の
子
守
口
和
白
F
E
U
o
g
)
が
壊
ら
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
〉
と
。

憎
ま
た
言
う
o

a
a
z
 

〈
〔
生
命
体
は
〕
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
世
尊
は
生
命
体
(
個
我
)
が
そ
れ
で
あ
る
と
も
他
で
あ
る
と
も

(
S
2
2
・

s
u
S同
4
2同
〉
説
か
な
か
っ
た
ρ

無
い
と
も
ま
た
説
か
な
か
っ
た
。

〔
生
命
体
が
〕
概
念
設
定
〈
仮
設
、
仮
名
〉
と
し
て
も
存
在

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
〉

一O
九



二
O

し
て
い
な
い
(
有
国
古
川
凶
1
F
oぜ
可
国
間
戸
口
)
と
い
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

な
ぜ
な
ら
、
〔
身
心
の
諸
要
素
の
〕
集
合
体
の
連
続
態
(
撞
相
続
)
に
お
い
て
、
善
不
善
の

〔
業
〕
果
が
あ
る
(
宮

Fbzrra

H
V
}

戸
田
]
釦
注
目
片
山
)
と
こ
ろ
で
は
、

生
命
体
(
個
我
)
と
呼
ぶ
も
の
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。

れ
る
か
ら
で
あ
る

C
H
4
守
口
宏
氏
守
白
ム
広
田
口
伴
〉
。

生
命
体
(
個
我
)
が
な
い
と
教
え
ら

生
命
体
(
個
我
)
と
は
諸
集
合
体
に
対
す
る
概
念
説
定
だ
け

Q
E吉
田
℃
氏
H
H
M
M
舛

EW
仮
名
)
で
あ
る
と
も

〔
仏
は
〕

説
か
な
か

な
ぜ
な
ら
、

" 日~ -. 

3 我
oi，ヵ:

民害
号ρふ
とβ 無
し、

力ミ
Lー

と

ヴ
ァ
ト
サ

〔姓〕

空
性
)
を
覚
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

(
日
)

の
者
に
よ
っ
て
(
ぐ
山
門
司
自
由
)
問
わ
れ
る
と
、
問
う
者
の
意
向

っ
た
。
そ
の
と
き
、
そ
の
よ
う
な
人
々
は
、
空
で
あ
る
こ
と
(
宮
口
可
白
H
P

を
予
想
し
て

〔
仏
は
〕
説
か
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
〔
我
が
〕
有
る
な
ら
、

「
有
る
」
と
ど
う
し
て
言
わ
な

い
の
か
。
〉

)
川
永
遠
(
常
住
〉
な
る
世
間
な
ど
も
ま
た
、

1
b
，41
 

問
「
世
間
が
我
で
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
(
我
〉
は
無
い
か
ら
、

ア

マ

(
仰
な
い
。
も
し
世
間
が
も
う
皆
輪
廻
合
同
信
田
町
田
u

生
死
)

問
う
者
の
意
向
を
予
想
し
て
、

答
え
ら
れ

(
記
説
さ
れ
)

:
、
。

φ

人
し

な
ぜ
な
ら
、(祁
)

記
説
)
はま
正マず
しも
くし

四
種
に
答
え
る
こ
と

(
4
一可向]州国同包
M
P

で
あ
る
、
と
い
う
の
も
正
し
く
な
い
。
世
間
が
永
遠
(
常
住
)
で
あ
る
と
誰

に
も
入
滅
(
方
向
岡
山
口
町
4
2
p
般
浬
襲
)
が
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
世
間
が
〕
永
遠
で
な
い
(
無
常
で
あ
る
〉
と
ハ
国
首
雪
注
目
〉
あ

ら
ゆ
る
も
の
に
断
滅
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔
世
間
が
永
遠
か
非
、
水
遠
か
の
〕
両
方
で
あ
る
と
、
決
定
し
て
或
る
一
部
の
者
に
入
誠

が
得
ら
れ
、
或
る
一
部
の
者
に
は
〔
入
滅
が
得
ら
れ
〕
な
い
。

〔
世
間
が
永
遠
で
も
非
永
遠
で
も
〕
両
方
で
な
い
と
、

入
滅
も
非
入
滅

も
決
し
て
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ゆ
え
に
入
滅
(
般
浬
紫
〉
は
〔
聖
〕
道
に
依
存
す
る
か
ら
、
四
種
と
も
決
定
は
答
え
ら
れ
な

(π) 

い
。
ジ
ャ
ィ
ナ
教
徒
の
弟
子
の
雀
の
如
く
で
あ
る
(
ロ
目
指
司
自
任
回
目
町
雪
印

E
'
E官
官
4
伊
丹
)
。
ま
さ
に
こ
れ
ゆ
え
に
、
「
世
間
は
有
限
(
有

辺
)
で
あ
る
か
」

〔
無
限
(
無
辺
)
で
あ
る
か
、
有
限
無
限
で
あ
る
か
、
非
有
限
非
無
限
で
あ
る
か
〕
と
い
う
四
〔
条
〕
も
答
え
ら
れ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
四
〔
条
〕

は
〔
先
の
例
と
〕
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、

(

問

団

)

〈
ウ
ク
テ
ィ
カ
遊
行
者

(
E
F
温
底
迦
)
は
こ
の
よ
う
に
(
空
白
何
回
〉
、

〔
こ
の
〕
四
〔
条
〕
を
問
う
て
か
ら
再
び
問
う
。

「
一
体
、
あ
ら
ゆ
る
世
間
は
こ
の
道
に
よ
っ
て
出
離
す
る

(
E
H
U
1
m
E
)
 

の
か
、

そ
れ
と
も
世
間
の
一
部
が

〔
出
離
す
る
の
〕

か
」
と
。

阿
難
上
座
は
言
う
。

っ
て
問
う
の
か
」
〉

「
ウ
ク
テ
ィ
カ
よ
。
汝
は
最
初
に
世
尊
に
問
う
た
同
じ
そ
の
向
い
だ
け
を
、
今
こ
の
言
い
ま
わ
し
守
国
立
可
身
P

『
別
沢
雑
阿
含
』
巻
一
一
(
一
九
九
)
、
ト

s
v
d

異
門
)

よ

(
「
雑
阿
含
』
巻
三
四
(
九
六
五
)
、

と
い
う
す
べ
て
で
あ
る
。

の

マ

(
m即
)

M

「
如
来
が
死
後
に
一
伺
る
か
」
と
い
う
四
〔
条
〕
も
、

(
者
)
は
解
脱
し
た
我
が
}
如
来
と
な
し
て
問
う
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

グ

F

ガ

刊
は
し
か
し
人
格
主
体
論
者
(
沼
田

E
m己
保
田
)
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
詰
問
さ
れ
る
。
何
故
に
世
尊
は
生
き
て
い
る
人
格
主
体
が
有
る
と
答

A
佳

ぇ
、
死
後
に
は
〔
如
来
が
有
る
と
〕
答
え
な
い
の
か
、

問
う
者
の
意
向
を
予
想
し
て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

彼

(
問
う

と

〔
論
者
は
答
え
る
。
如
来
が
死
後
に
有
る
と
答
え
る
と
〕
、

常
〔
見
〕

の

過
失
と
い
う
結
果
に
な
る
の
だ

(小山小山吋国同国
-a

仏。明白ーも門戸田川口凶ぬ同]乙。

〔
反
問
す
る
〕
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
何
ゆ
え
に
〔
世
尊
は
〕

〈
マ
イ
ト
レ

l
ャ

2
P宵
q
p
弥
助
)
よ
。
汝
は
未
来
時
に
如
来
・
応
供
・
正
等
覚
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
〉

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
〉



、Bノa
 
m
と
、
予
言
(
授
記
)
さ
れ
る

(
4停
R
♀
む
の
か
。

P

(

前

回

)

(
そ
こ
に
生
ま
れ
た
L

と
説
明
さ
れ
る
の
か
。

マ

ま
た
何
ゆ
え
に
過
去
に
死
ん
だ
声
聞
が
〔
再
〕
生
す
る
と
き
に
、

「
あ
の
者
は
あ

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
氷
遠

(
常
住
)

で
あ
る
と
い
う
結
果
に
な
る
か
ら

だ
。
ま
た
も
し
、
世
尊
は
先
に
人
格
主
体
を
見
た
が
、
入
滅
し
た
〔
人
格
主
体
〕
を
見
な
い
。

(

刷

出

)

〔
大
〕
師
が
全
知
で
あ
る
こ
と
が
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
そ
れ
ハ
人
格
主
体
〉
が
無
い
と
承
認
し
な

〔
世
尊
が
〕
知
ら
な
い
か
ら
説
明
し
な

い
の
だ
、
と
い
う
と
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
〔
世
尊
が
人
格
主
体
を
〕
見
る
な
ら
ば
、
説
か
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
有
り
、

ま
た
永
遠
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

も
し
〔
世
尊
が
人
格
主
体
を
〕
見
る
か
或
い
は
〔
見
〕
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
言
つ
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
と
、
そ
れ
で
は
、

〈
邸
)

同
様
に
、
世
尊
が
全
知
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
の
こ
と
も
、
だ
ん
だ
ん
に
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

r一一、
14 

輪
廻
の
問
題
l

|
身
心
の
諸
要
素
(
趨
)
が
連
続
す
る
の
は
火
の
延
焼
に
喰
え
ら
れ
る
〕

J
J

ド

ガ

ラ

〔
論
者
は
言
う
〕
。
人
格
主
体
は
ま
さ
し
く
有
る
。
な
ぜ
な
ら

(
前
)

〈
真
実
と
し
て
、
定
め
と
し
て
私
の
我
が
無
い
と
い
う
の
は
、

〔
邪
〕
見
の
立
場
〈
身
在
・
凹
岳
山
口
P

見
処
〉

で
あ
る
〉

471'9 

と
言
わ
れ
た
か
ら
だ
。

〔
然
口
え
る
〕
。

〈
〔
我
が
〕
有
る
と
い
う
の
も
〔
邪
〕
見
の
立
場
で
あ
る
〉

と
言
わ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ

(
上
引
の
経
文
)

t土

〔
人
格
主
体
を
〕
知
ら
し
め
る
の
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
れ
は
両
方
と
も
、
極
端
を
執
す
る
見
解
で
あ
っ
て
、
常
〔
見
〕
と
断
見
と
に

含
め
ら
れ
る
、
と
ア
ピ
ダ
ル
マ
論
師
た
ち
は
(
〉
}urEr昨
日
日
付
与
〉

〔
い
う
〕
。

〔
そ
れ
は
〕

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
に
正
し
い
。

な
ぜ

な
ら

〈
阿
難
よ
。
我
が
有
る
と
い
う
の
は
、
常
〔
昆
〕

と
、
ヴ
ァ
ト
サ
経
(
〈
山
門
司
守
包
片
岡
田
"
筏
嵯
経
)
に
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

グ

ド

ガ

川
〔
反
対
論
者
は
言
う
〕
。
そ
れ
で
は
、
も
し
人
格
主
体
が
無
い
な
ら
ば
、
こ
の
誰
が
輪
廻
す
る
の
か
。

輪
廻
す
る
と
は
、
正
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
世
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

マ

〈
無
明
に
覆
わ
れ
た
衆
生
は
流
転
し
輪
廻
し
〉

に
な
る
。
阿
難
よ
。
我
が
無
い
と
い
う
の
は
、
断
〔
見
〕

に
な
る
〉

(∞∞) 

な
ぜ
な
ら
輪
廻
そ
の
も
の
が

472 

(
鈎
)

(
『
雑
阿
含
』
巻
六
(
一
一
三
ハ
)
、
匂
-
N
N
・

s・
3
と。

(D.90b) 

〔
反
問
〕
さ
て
人
格
主
体
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
輪
廻
す
る
の
か
。
マ

〔
論
者
の
答
〕
他
の
〔
身
心
の
要
素
の
〕
集
合
体
を
捨
て
て
か
ら
受
け
取
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
反
論
〕
こ
の
主
張
(
宮

E
P
宗
)
は
答
え
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
刺
那
的
な
火
が
連
続
態
(
相
続
)

1
D
 

v
 

m
転
し
て
行
く
(
輪
廻
す
る
)
合
同
召

5
3・E
召
由
民
主
む
よ
う
に
、
衆
生
と
呼
ば
れ
る
〔
身
心
の
要
素
の
〕
集
合
体
(
葡
)
の
集
合
も
、

P
 
(
渇
愛
と
執
著
(
取
)
と
を
も
っ
て
輪
廻
す
る
と
言
わ
れ
る
。

に
よ
っ
て
移

〔
反
対
論
者
は
言
う
〕
。
も
し
こ
の
集
合
体
(
誼
〉
だ
け
な
ら
ば
、

な
ぜ
に
世
尊
が
〔
こ
う
〕
説
か
れ
た
の
か
。

〈
私
こ
そ
、

(
卯
)

七
日
経
)
と
。

〔
昔
〕
そ
の
時
そ
の
節
に
か
の
ス
ネ
l
ト
ラ

(
ω
E
E
F
妙
眼
〉
と
い
う
師
で
あ
っ
た
〉

(
『
中
阿
含
』
巻
二
(
八
〉

〔
反
問
〕
な
ぜ
〔
そ
の
よ
う
に
〕
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
論
者
の
答
〕
。

〔
身
心
の
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
趨
)
が

〔
昔
と
今
と
で
は
〕
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
反
問
す
る
〕
。
そ
れ
で
は
〔
昔
と
今
と
に
お
い
て
同
じ
存
在
と
は
〕
何
か
。

〔
対
論
者
は
答
え
る
い
。
そ
れ
は
同
じ
そ
の
人
格
主
体
で
あ
る
。

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
〉

一
一一一一



一
一
四

〔
反
論
す
る
〕
。

そ
れ
で
は
〔
そ
の
人
格
主
体
は
〕

永
遠
(
常
住
)
と
な
る
で
あ
ろ
一
律
そ
れ
ゆ
え
に
、

〈
私
こ
そ
か
の
・
:
:
〉
と

い
う
の
は
、

一
つ
の
連
続
態
(
相
続
)
で
あ
る
こ
と
(
品
目
E
E
H
H
H
S
E
S
)
を
示
す
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

そ
の
同
じ
火
が
焼
い
て

や
っ
て
来
た
と
い
う
よ
う
に
。

，--; 

15 

有
我
説
批
判
〕

4727 

固

な
る
で
あ
ろ
う

そ
し
て
も
し
我
が
あ
る
な
ら
ば
、
如
来
た
ち
だ
け
が
明
了
に
観
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
観
る
と
、
我
執
念
z
g
E
m
H
Fる
は
よ
り
堅

ま
た
我
愛
(
日
自
由
EmHHOE)
も
〔
堅
固
に
な
る
で
あ
ろ
う
〕
。

〈
ま
た
我
が
有
る
と
我
所

(

的

出

)

krrm田仏門宮町田
g
白
目
田
三
宮
)

(
同
昨
日
々
p

我
に
所
属
す
る
も
の
)

も
あ
る
〉

(
『
中
阿
合
』
巻
五
回
(
二

O
O
)
阿
梨
托
経
、

』
h
.
M
M
.

と
経
に
お
い
て
説
か
れ
る
か
ら
、
我
執
も
彼
ら
の

(
幻
)

で
彼
ら
に
有
身
見
(
由
主
E
E
E
a
k主
唱
存
在
す
る
も
の
の
集
合
に
我
を
見
る
見
解
、
身
心
の
要
素
に
我
を
見
る
見
解
)
が
あ
る
で
あ
ろ

〔
身
心
の
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
誼
)
に
対
し
て
余
分
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

ぅ
。
ま
た
我
所
見
(
仰
昨
日
々
回
・
仏
叫
引
け
「

我
に
所
属
す
る
も
の
を
見
る
こ
と
)
が
あ
る
な
ら
、

我
に
所
属
す

(
似
)

我
所
愛
に
執
ら
わ
れ
た
束
縛
を
も
っ
て
い
る
と
、
解
脱

我
所
愛
(
曾
BMEEmHHmrp

る
も
の
へ
の
愛
着
)
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
ら
が
よ
り
堅
固
な
我
〔
愛
〕

は
よ
り
遠
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
我
に
対
し
て
愛
(
印
ロ
各
国
)
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
、

と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
こ
で
い
ま
非
我
(
無
我
)
に
対
し
て
我

と
理
解
す
る
か
ら

(MHHB注
E
E
C
-
S山
門
)
愛
が
生
ず
る
が
、
我
だ
け
に
対
し
て
は
〔
愛
が
〕
生
じ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て

妥
当
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
お
よ
そ
一
部
の
人
た
ち
の
人
格
主
体
に
執
す
る
こ
と
な
ロ
仏
官
F'唱
与
る
、

一
部
の
人
た
ち
の
一

切
が
無
い
と
執
す
る
こ
と
(
回
国
守
中

RZ-gzm岡
山
げ
る
は
、

こ
の
教
え
に
お
い
て
生
じ
た
見
解
の
腫
蕩
♀
お
可
a
E
H
E
L
P
見
磨
癌
)
で

あ
る
。

ま
た
お
よ
そ
誰
で
も
我
は
別
の
実
体
で
あ
る
と
考
え
る
外
道
ハ
2
3
r守片山
HP

(
町
田
)

い
と
い
う
こ
の
過
失
は
動
か
な
い
。

教
祖
)
た
ち
が
い
る
が
、

彼
ら
に
は
解
脱
が
な

，--; 
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記
憶
の
問
題
|
|
人
格
主
体
を
要
し
な
い
〕

つMヴ44
 8
2〉
久
し
い
昔
に
経
験
し
た
対
象
の
想
起
(
由
S
R
S己
、
或
い
は
再
認
識
(
買
巳
E
r
r
-吉
山
口
問
)
が
あ
る
の
か
。

〔
反
対
論
者
は
問
う
〕
。
そ
れ
で
は
、
も
し
我
が
あ
ら
ゆ
る
仕
方
で
も
無
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
利
那
的
な
諸
の
心
に
お
い
て
(
口
午

〔
答
〕
記
憶
の
対
象
の
表
象
(
想
)

を
伴
な
う
(
田
B
E・4
2品
目
-
E召
E
m
Z
4若
田
)
特
殊
の
心
か
ら
(
ロ
吉
田

'
i
g叩
問
。
〔
想
起
や
再

(P.I04a) 

認
識
カL
生
ず
る

〔問〕

マ

い
か
よ
う
な
る
特
殊
の
心
か
ら
、
そ
れ
に
す
ぐ
続
い
て
記
憶
が
生
ず
る
の
か
。

〔
然
ろ
そ
れ
(
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
)
へ
の
注
意
と
〔
そ
れ
と
〕
類
似
し
関
係
す
る
表
象
(
想
)
等
を
有
し
て
い
て

(g平
間

F
諸国・

、、ノa

マ

M
g丘小田，
E
B
Eロ
L
E
E
E
H
Z
m注
即
日
間
同
)
特
殊
の
依
り
所
と
憂
愁
と
散
乱
等
に
よ
っ
て
(
忽
E
3・i
r宮
・
宮
町
田
，

d
倖叩
4
E
-
5
5
)
能

D
 
(
力
が
害
わ
れ
な
い
守
口
口
七
回
E
S
-宵
与
E
4同
)
〔
特
殊
の
心
〕
か
ら
〔
記
憶
が
生
ず
る
〕
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
〔
特
殊
の
心
〕
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
(
記
憶
の
対
象
の
表
象
)
を
伴
な
わ
な
い
特
殊
の
心
は
、
そ
の
記
憶
を
生
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
そ
れ
(
記

憶
の
対
象
の
表
象
)
を
伴
な
う
〔
特
殊
の
心
〕

で
あ
っ
て
も
、

他
の
類
の

(EU1包叫小田〉
(
特
殊
の
心
〕

は
〔
そ
の
〕
記
憶
を
生
ず
る

他
の
〔
特
殊
の
心
〕

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
両
方
の
仕
方
で
〔
特
殊
の
心
が
記
憶
を
生
ず
る
こ
と
が
〕

(

町

四

)

に
は
〔
記
憶
を
生
ず
る
〕
能
力
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

で
き
る
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
記
憶
が
生
ず
る
。

人
格
主
体
論
富
一
皿
魂
論
〉

一
一
五



一
一
六

〔問〕

い
ま
や
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

一
方
の
心
(
口

2
g〉
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
も
の
を
他
方
の
〔
心
〕
が
記
憶
す
る
の
か
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
、
デ
1
ヴ
ア
ダ
γ
タ
の
心
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
も
の
を
、
ヤ
ジ
ュ
ニ
ャ
ダ
γ
タ
が
記
憶
す
る
で
あ
ろ
う
。

〔
答
〕
否
〔
そ
う
で
は
な
い
〕
。
〔
両
者
に
は
〕
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
両
者
に
は
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
一
つ
の
連
続
態
(
相
続
)

に
属
す
る
こ
つ
の

〔
心
に
は
因
果
関
係
が
あ
る
〕
よ
う
に
は
、

〔
両
者
に
は
〕
因
果
関
係
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。

ま
た
〔
わ
れ
わ
れ
は
〕

一
方
の
心
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
も
の
を
他
方
の
〔
心
〕
が
記
憶
す
る
、
と
言
う
の
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
て
連
続
態
〈
相
続
〉
の
転
変
に
よ
っ
て
上
述
の
よ
う
に
、
見
る
心
と
記
憶
す
る
心
と
は
別
な
も
の
を
し
て
生
ず
る
と
、

何
の
過
失
が
あ
る
か
。
そ
し
て
想
起
か
ら
だ
け
再
認
識
が
あ
る
。

(
閉
山
)

m

〔
問
〕
我
が
無
い
な
ら
、
ま
さ
に
誰
が
記
憶
す
る
の
か
。

〔
反
問
〕
記
憶
す
る
と
は
何
の
意
味
か
。

〔
反
対
論
者
は
答
え
る
〕
。
記
憶
に
よ
っ
て
対
象
を
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
把
握
は
想
起
と
は
別
で
あ
る
の
か
o

m
よ
そ
そ
れ
(
記
憶
)
を
す
る
と
こ
ろ
の
合
憶
の
因
は
、

〔
反
問
す
る
〕
。

〔
も
し
別
で
あ
る
と
す
る
と
〕
そ
れ
で
は
誰
が
記
憶
を
す
る
の
か
。

お

そ
の
特
殊
の
心
で
あ
る
、

(
川
町
)

ハ(
U

回
目
可
白
)
が
記
憶
す
る
と
言
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
チ
ャ
ィ
ト
ラ
と
い
う
連
続
態
か
ら
生
ず
る
そ
の
〔
記
憶
〕
を
見
て
、

と

〔
既
に
〕
説
か
れ
た
。

そ
れ
で
は
チ
ャ
ィ
ト
ラ

チ
ャ

ィ
ト
ラ
が
記
憶
す
る
と
言
わ
れ
る
。

〔
間
〕
我
が
無
い
と
、
こ
の
記
憶
は
誰
の
も
の
か
。

〔
反
間
〕
こ
の

〔
誰
の
と
い
う
〕
第
六
格
(
属
格
)
は
何
の
意
味
か
。

〔
論
者
の
答
〕
所
有
主
(
田
乱
B
E
)
の
意
味
で
あ
る
。

〔
反
問
〕
た
と
え
ば
誰
が
誰
の
所
有
主
で
あ
る
の
か
。

〔
論
者
の
答
〕
た
と
え
ば
チ
ャ
ィ
ト
ラ
が
牛
の
〔
所
有
主
〕

で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〔
反
問
〕
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
が
そ
の
〔
牛
の
〕
所
有
主
で
あ
る
の
か
。

(ω) 

に
依
存
し
て
そ
の
〔
牛
〕
を
運
搬
や
搾
乳
紘
一
寸
に
駆
使
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(P.I04b) 

る
0) 

1ト。反論
問者
L_j 

の
とマ答

ろな
でぜ
まな
fこら

そ
れ
/町、

牛
'-' 

こ
の
よ
う
に
そ
の
〔
記
憶
の
〕
所
有
主
が
求
め
ら
れ
る
な
ら
、
ど
こ
に
記
憶
が
駆
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ

〔
論
者
の
答
〕
記
憶
さ
れ
る
べ
き
対
象
に
対
し
て
〔
記
憶
が
駆
使
さ
れ
る
〕
。

〔
反
問
〕
何
の
た
め
に
〔
記
憶
が
〕
駆
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
。

〔
論
者
の
答
〕
想
起
の
た
め
で
あ
る
。

ら
く

〔
反
間
〕
あ
あ
、
楽
に
育
っ
て
来
た
方
々
の
よ
く
言
う
こ
と
よ
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
そ
の

〔
記
憶
〕
が
そ
の

〔
記
憶
〕

の
た
め
に
駆

使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
。

ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
〔
記
憶
は
〕
駆
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
。

〔
記
憶
を
〕
生
じ

さ
せ
る
か
ら

(
E
Z
E
E
S
5
か
。
そ
れ
と
も
〔
記
憶
を
〕
行
か
せ
る
か
ら

?
2
4吋
2
2田
仲
間
廿
)
か
。

'
b
 

D
 
(
因
は
果
に
対
し
て
支
配
力
(
邑
r
S巳
ヨ
・
増
上
力
)
を
有
し
、

〔
反
論
〕
そ
れ
で
は
、

ま
さ
に
因
だ
け
が
所
有
主
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

〔
記
憶
を
〕
生
じ
さ
せ
る
か
ら
〔
記
憶
を
駆
使
す
る
〕
。マ

ま
た
果
だ
け
は
所
有
物

(
2同
)
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら

〔
論
者
の
答
〕
記
憶
が
行
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら

ま
た
果
に
よ
っ
て
そ
れ
(
果
〉
を
有
す
る
と
因
と
な
る
か
ら
だ
。
な
ぜ

な
ら
、

お
よ
そ
記
憶
の
因
で
あ
る
も
の
に
だ
け
、
こ
れ
(
果
H
記
憶
)
が
あ
る
か
ら
だ
。

ま
た
お
よ
そ
チ
ャ
ィ
ト
ラ
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
諸
潜
勢
力
(
行
)
の
集
合
の
連
続
態
(
白
血
H
H
Z
E
E
-
8
5串
戸
目
白
島
民
吉
田
)
に
お
い
て
一
つ
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
、
牛
と
呼
ば
れ
る

人
格
主
体
論
〈
霊
魂
論
)

一
一
七



一
一
八

も
の
の
所
有
主
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
彼
も
ま
た
、

そ
の
〔
牛
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
〕
他
の
場
所
に
〔
生
じ
ハ
行
き
)
〕
変
化
が

生
ず
る
の
に

(
L
m
E
ロ
Z
E
E
-
E
E
E
E官
同
門
出
口
)
、
原
因
と
な
る
こ
と

(
E岡
田
宮
-rr雪
印
)
を
心
に
お
い
て
考
え
ら
れ
て

〔
所
有
主
と
言

わ
れ
る
〕
が
、
実
は
い
か
な
る
一
人
の
チ
ャ
ィ
ト
ラ
と
い
う
も
の
も
無
い
し
、

ま
た
牛
も
無
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
お
い
て
も
〔
所
有
物
の
〕
因
と
な
る
こ
と
を
離
れ
て
は
所
有
主
の
存
在
は
な
い
。

同
様
に
、

誰
が
認
識
す
る
の
か
、

誰
の
認
識
で
あ
る
か
、

と
い
う
な
ど
に
つ
い
て
も

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の

〔
認
識
の
〕
因

は
、
適
宜
に
感
官
と
対
象
と
注
意
と
で
あ
る
と
い
う
。

」
れ
が

〔
記
憶
と
の
〕

違
い
で
あ
る
。

(三)

他
学
派
と
の
対
論
〕

，---; 
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文
法
学
者
と
の
対
論
|
|
行
為
(
認
識
)
と
行
為
者
(
認
識
者
)
の
問
題
|
|
t
我
を
要
し
な
い
〕

(
川
)

〔
次
の
よ
う
に
〕
言
う
者
(
文
法
学
者
〈
丘

Z
F
R
Sと
も
い
る
。

〔
即
ち
〕
有
る
(
成
る
)
こ
と

(rr向
4
p

有

事
用

行

47315 

為
¥J 

は
有
る
r'、

成
る
¥ーノ

者

'" 有
者

事
由
者
、

行
為
者
)
を
予
想
す
る
か
ら

(σrmwd-R，Eum]ぷ
伊
丹
〈
伴
)

な
ぜ
な
ら
あ
ら
ゆ
る
有
る

(
成
る
)
こ
と
は
有
る
(
成
る
)
者
を
予
想
す
る
か
ら
ー
ー
ー
た
と
え
ば
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
が
行
く
と
い
う
場
合
に
、
行
く
と
い
う
行
為

Q
E
4
P
有
)
は
行
く
者
で
あ
る
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
を
予
想
す
る
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
に
認
識
と
は
行
為
(
有
)
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
誰
で
も
認
識
す
る
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

と

〔
反
論
〕
そ
の
者
は
、
こ
の
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
と
は
何
か
、

と
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
〔
そ
の
デ
1
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
が
〕

我
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
〔
そ
の
デ
i
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
が
〕

日
常
慣
行
上
の
人
令
官

2
・

Z
E
E
-
E
E叩
P

仮
士
夫
)
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
も
何
ら
一
つ
の
も
の
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
ら
諸
潜
勢
力
(
行
〉
が
こ
の

よ
う
な
名
を
有
す
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、

(
川
)

た
と
え
ば
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
夕
、
が
行
く
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
認
識
す
る
の

で
あ
る
。

〔間〕

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
夕
、
が
行
く
の
か
。

〕
〔
答
〕
な
ぜ
な
ら
、
利
那
的
な
諸
潜
勢
力
(
行
)
が
異
な
ら
な
い
連
続
態
と
な
っ
て
い
る
と
、
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
で
あ
る
と
、
幼
稚

h

v

 

m
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
一
つ
の
衆
生
の
個
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
連
続
態
が
他
の

P

(

川
)

(
場
所
に
生
ず
る
(
行
く
)
の
に
原
因
と
な
る
と
、
デ
i
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
が
行
く
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
他
の
場
所
に
生
、
ず
る
こ
と
(
L
a
p
z

(
山
)

ロ仲間
E
，
三
百
円
昨
日
)
が
行
く
こ
と
(
閃
民
む
と
い
う
。

た
と
え
ば

焔
や
声
の
連
続
態
(
相
続
)
が
行
く
と
行
く
と
い
う
表
示
が
あ
る

よ
う
に
(
的
問
nnr白
昨
日
目
官
ヨ
山
口
b
r
E門出
HMMH凶
mW4
巳)。

(
川
)

タ
が
認
識
す
る
、
と
言
わ
れ
る
。
聖
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
、

ま
た
同
じ
そ
れ
ら
〔
諸
潜
勢
力
〕
が
再
び
認
識
の
原
因
で
あ
る
と
、
デ
l
ヴ
ア
ダ
y

日
常
言
行

(
4
2ち同
E
世
間
言
説
)
の
た
め
に
、

そ
れ
ら
(
諸
潜
勢

力
)
の
名
称
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
0

9
d
 

々
44
 

(
山
〉

〔
問
〕
そ
れ
で
は
〈
識
は
認
識
す
る
(
己
吉
山
口
E
H
4
ι

削
ロ
位
。
〉
と
経
に
説
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
識
は
何
を
な
す
の
か
。

〔答〕

〔
識
は
〕
何
を
も
な
さ
な
い
。

し
か
し
結
果
は
何
を
も
な
さ
な
い
け
れ
ど
も
、

〔
原
因
と
の
〕
相
似
性
に
よ
っ
て
〔
結
果
〕

¥
i
J
 
a
 
m
m
自
体
を
得
る
の
だ
か
ら
(
山
ZE--与

rg、
原
因
に
従
う
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
識
も
仲
を
も
な
さ
な
い
け
れ
ど
も
、

D
d
 
〔
原
因
と
の
〕
相
似
性
に
よ
っ
て

〔
識
〕
自
体
を
得
る
の
だ
か
ら
、

〔
対
象
を
〕
認
識
す
る
と
言
わ
れ
る
。

〔
間
〕
こ
れ
の
相
似
性
(
由
阻
止

UE)
と
は
何
か
。

〔
答
〕
そ
の

〔
対
象
の
〕
形
象
を
と
る
こ
と
(
仲
田
平
野
山
E
S
)
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
そ
れ
(
識
)
は
感
官
(
根
)
か
ら
も

生
じ
た
対
象
を
認
識
す
る
、

と
言
わ
れ
る
が
、
感
官
を
〔
認
識
す
る
と
言
わ
れ
る
の
〕

で
は
な
い
。
或
い
は
同
様
に
、
こ
れ
に
つ
い
て

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

一
一
九



一一一
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(
川
)

も
、
識
の
連
続
態
(
相
続
)
が
識
に
対
し
て
因
と
な
る
か
ら
、
識
が
認
識
す
る
と
言
う
の
は
過
失
が
な
い
。
因
に
対
し
て
作
者
と
い
う

語
が
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
鈴
が
鳴
る
と
い
う
の
と
同
様
で
あ
る
。

し
か
も
御
存
じ
の
よ
う
に
、

た
と
え
ば
灯
火
が
行
く

よ
う
に
、
識
が
認
識
す
る
、
と
い
う
。

〔
間
〕
し
か
し
ど
の
よ
う
に
灯
火
が
行
く
の
か
。

〔
答
〕
灯
火
と
は
諸
の
焔
の
連
続
態
(
相
続
)
に
つ
い
て
比
轍
的
に
言
わ
れ
る
(
ロ
宮

E
4己目)。

所
に
生
じ
て
い
る
(
行
く
)
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
行
く
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
識
も
諸
の
心
の
連
続
態
(
相
続
)
に
つ
い
て

比
験
的
に
言
わ
れ
る
。
そ
の
〔
識
〕
が
諸
の
他
の
対
象
に
生
じ
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
を
認
識
す
る
、
と
言
わ
れ
る
。

(
川
〉

ま
た
た
と
え
ば
色
が
有
る
(
成
る
)
、
生
ず
る
、
留
ま
る
と
い
う
場
合
に
、
有
る
(
成
る
)
者

(
F
2
2・
)
は
有
る
(
成
る
)
こ
と

マ

(
σ
r
h
H
4
P

有
)
と
は
別
な
意
味
で
は
な
い
よ
う
に
、
識
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
(
灯
火
)
が
諸
の
他
の
場

(P.I05b) 
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け
カ1

生
じ
な
し、

の
カミ

〔
問
〕
も
し
識
が
識
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
我
か
ら
〔
生
ず
る
の
〕

で
は
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
に
常
に
同
じ
よ
う
な
〔
識
〕
だ

ま
た

〔
識
が
〕
順
序
の
特
定
を
も
っ
て
、

た
と
え
ば
芽
・
茎
・
葉
な
ど
の
よ
う
に
〔
生
じ
〕
な
い
の
か
。

〔
答
〕
存
続
(
住
)
と
変
化
(
異
)
と
は
、
作
ら
れ
た
も
の
(
有
為
)
の
特
相
で
あ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
作
ら
れ
た
も
の
(
有

為
)
の
こ
の
本
性

(mgF雪印
w

自
性
)
と
は
、
連
続
(
有
田
宮
口
島
区
)
に
は
必
ず
変
化
す
る
こ
と
守
口
同
国
岳
伯
仲

g
)
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

随
意
に
禅
定
に
入
っ
た
(
巳
}
内
向
B
同'
L
r
u
H帥

E
品
目
白
岳
民
同
)
人
た
ち
に
相
似
の
身
と
心
と
が

生
ず
る
と
き
に
、
最
初
の
利
那
と
違
い
が
な
い
か
ら
、
後
に
も
自
ら
〔
定
よ
り
〕
出
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
よ
そ
そ
れ
(
甲
)
か
ら
生
ず
べ
き
も
の
(
心
)
同
v

そ
れ
(
甲
)
か
ら
だ
け

な
ぜ
な
ら
諸
の
心
の
順
序
も
も
う
一
定
し
て
い
る
。

生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

〔
心
の
〕
性
向
に
差
別
が
あ
る
か
ら
ぽ
O
昨日・
4
芯
忠
旦
種
姓
別
故
)
、

等
し
い
形
象
を
も
っ

(
川
)

う
〔
心
も
〔
等
し
い
〕
或
る
〔
心
〕
を
生
ず
る
の
に
能
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
〔
或
る
〕
女
に
関
す
る
心
の
す
ぐ
後
に
、
も

1
J

け
が

M
し
彼
女
の
身
を
汚
れ
た
も
の
と
す
る
心
が
生
じ
て
い
る
か
、
或
い
は
彼
女
の
夫
や
子
な
ど
に
関
す
る
討
が
〔
生
じ
〕
、
ま
た
後
に
〔
心
の
〕

/
l

、連
続
態
の
変
化
(
相
続
転
変
)
に
よ
っ
て
(
回
日
同
吉
田
昨
日
も
白
石
田
守
⑦
、

円
そ
の
〕
女
に
関
す
る
心
が
生
ず
る
と
、
そ
の
r一、
d心、_;

は
彼
女
の

身
を
汚
れ
た
も
の
と
す
る
心
を
生
ず
る
こ
と
に
対
し
、

ま
た
は
彼
女
の
夫
や
子
な
ど
に
関
す
る
心
を
生
ず
る
の
に
対
し
て
、
能
力
が
あ

る
の
で
あ
る
。

〔
そ
の
最
初
の
心
は
〕
そ
れ
〔
ら
後
の
心
〕

の
性
向
(
種
子
)
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
公
包
-mOR田
守
山
同
)
。
そ
う
で
な

す
る
と
、

け
れ
ば
〔
後
の
心
を
生
ず
る
〕
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
次
に
ま
た
順
ぐ
り
に
、
女
に
関
す
る
心
か
ら
多
く
の
種
類
の
心
が
生
ず
る
と

(
川
)

よ
り
明
ら
か
な
或
い
は
よ
り
近
い
そ
の

お
よ
そ
そ
れ
よ
り
も
よ
り
多
く
の
、

〔
心
〕
だ
け
が
生
ず
る
。

そ
の
印
象
守

E
・

4
伊ロ
P

心
、
修
力
)
が
よ
り
強
力
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
時
〔
に
起
こ
っ
て
い
る
〕
身
と
外
と
の
特
殊
の
縁
は
別
で
あ
る
。

〔
問
〕
そ
の
同
じ
よ
り
強
力
な
印
象
が
、
な
ぜ
常
に
結
果
を
生
じ
な
い
の
か
。

〔
答
〕
存
続
(
住
)
と
変
化
(
呉
)
と
は
作
ら
れ
た
も
の
(
有
為
)

の
特
相
で
あ
る
か
ら
、

ま
た
そ
の
変
化
は
他
の
印
象
の
結
果
が

〉
生
ず
る
の
に
随
順
す
る
か
ら
で
あ
る
o

a
 

氏

U

V

M

実
に
こ
れ
(
以
上
)
が
あ
ら
ゆ
る
心
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
一
端
(
方
隅
〉
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
間
断
の
な
い
原
因
の
知
に
つ
い

(
て
は
(
旦

E
E戸
E
-
E
E宮
ι
Bロ
る
、
諸
仏
〔
の
み
〕
が
力
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
〔
人
々
は
〕
こ
の
(
次
の
)
よ
う
に
言
っ
て

47424 

い
る
か
ら
だ
。

(
山
)

〈
孔
雀
の
羽
の
斑
点
一
つ
に
も
あ
る
全
ゆ
る
形
象
の
原
因
は
、

一
切
知
者
で
は
な
い
者
た
ち
に
よ
っ
て
は
知
ら
れ
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
知
は
一
切
知
者
の
力
で
あ
る
か
ら
だ
〉
と
。

い
わ
ん
や
形
の
な
い
諸
の
心
の
差
別
(
種
類
)
の

〔
原
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
〕
。

人
格
主
体
論
〈
霊
魂
論
)
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し
ヴ
ア
ィ
シ
ェ
l
シ
カ
議
論
)
説
批
判
|
1我
と
知
(
心
)
の
問
題

l
i我
は
無
用
〕

(

川

)

ア

ー

ト

マ

ン

お
よ
そ
こ
の
一
部
の
外
道
令
官

r
pる
だ
け
は
、
心
の
発
生
令
官
。
昨
日
恒
三
)
は
我
か
ら
生
ず
る
と
考
え
る
が
、
彼
に

こ
そ
こ
の
(
次
の
よ
う
な
)
明
ら
か
な
間
難
が
お
こ
る
。

〔
即
ち
〕
な
ぜ
に
常
に
同
じ
そ
の
よ
う
な
も
の
(
心
)
だ
け
が
生
じ
な
い
の

か
、
ま
た
〔
心
が
〕
順
序
の
特
定
を
も
っ
て
、

た
と
え
ば
芽
・
茎
・
葉
な
ど
の
よ
う
に
〔
生
じ
〕
な
い
の
か
、

と

(
川
)

〔
論
者
が
、
心
が
生
ず
る
に
は
我
と
〕
意
と
の
特
殊
の
結
合
を
必
要
と
す
る
か
ら
だ

(
B回
E
7
E召
可
。

E
・4
-
P
3
8目
E
伊
丹
司
伴
)
、
と

〔
我
と
〕
他
の
も
の
と
の
結
合
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
結
合
を
有

も
し
い
う
な
ら
ば
、
〔
答
え
る
〕
。
そ
う
で
は
な
い
。

す
る
二
つ
の
も
の
は
〔
場
所
を
]
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
守
RFEr-ロ
E
守
宮
)
、

(
山
〉

〈
未
到
達
を
前
提
と
す
る
到
達
守
片
山
立
む
が
結
合
(
田

2
q
a芯
で
あ
る
〉

(

川

)

と
い
う
定
義
の
説
明
が
あ
る
か
ら
、
我
に
〔
場
所
の
〕
限
定
が
あ
る
と
い
う
不
都
合
な
結
果
に
な
る

(
U
R
W岳
町
皆
目
有
国
田
包
官
巴
。
そ

(
川
)

れ
か
ら
意
が
移
動
す
る
か
ら
、
我
に
移
動
が
あ
る
と
い
う
不
都
合
な
結
果
に
な
る
。
或
い
は
〔
我
が
〕
消
滅
〔
す
る
と
い
う
結
果
に
な

ま
た

る〕。
〔
論
者
が
、
意
は
我
の
〕

(
川
)

一
部
分
と
結
合
す
る
(
官
注
目
宮

-E召
可
。
官
)
、
と
も
し
い
う
な
ら
ば
、
〔
答
え
る
〕
。
そ
う
で
は
な
い
。
そ

の
同
じ
〔
我
〕
が
そ
の

〔
我
の
〕

一
部
分
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
〔
我
と
意
と
の
〕
結
合
が
あ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
で
も
常
に
限
定
(
差
別
〉
さ
れ
な
い
意
に
ど
う
し
て
特
殊
の
結
合
が
あ
る
の
か
。

一a
v

ぷ
〔
論
者
が
、
心
が
生
ず
る
の
は
〕
特
殊
の
意
識
(
覚
の
差
別
)
に
も
と
づ
く

(
Z
E
E
-
t
r
z胃

r目
)
と
、

D
 

も
し
い
う
な
ら
ば
、

〔
答
え
る
〕
。
そ
の

〔
論
者
〕
こ
そ
、
ど
う
し
て
特
殊
の
意
識
(
覚
の
差
別
)
が
あ
る
の
か
、
と
問
難
さ
れ
る
。
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〔
論
者
が
、
特
殊
の
意
識
(
覚
の
差
別
)
は
〕
特
殊
の
潜
勢
力
に
も
と
づ
く
・
我
と
意
と
の
結
合
か
ら
〔
生
ず
る
〕
と
、
も
し
い
う

な
ら
ば
、
〔
答
え
る
〕
。

し
か
し
特
殊
の
潜
勢
力
に
も
と
づ

q
vだ
け
か
ら
〔
特
殊
の
意
識
が
〕
生
ず
る
と
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
我
に

い
か
な
る
能
力
(
田
町
HBRFU1同
〉
が
あ
る
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
薬
の
結
果
の
成
立
に
対
し
て
、
偽
り
者
の
医

者
の
プ
フ
・
ス
ヴ
ァ
l
ハ

i

(匂
}Eγ
雪
印
広
)

〔
論
者
が
〕
我
が
あ
る
と

そ
の

〔
と
い
う
呪
文
に
力
が
な
い
〕
よ
う
に
。

〔
潜
勢
力
と
心
と
の
〕
両
者
が
可
能
と
な
い
叩
と
も
し
い
う
な
ら
ば
、
〔
答
え
る
〕
o

そ
れ
は
言
葉

だ
け
で
あ
る
。

〔
論
者
が
〕
そ
れ
(
我
)
は
〔
潜
勢
力
と
心
と
の
〕
依
り
所
(
忠
『

ap
所
依
)
で
あ
る
、
と
も
し
い
う
な
ら
ば
、
〔
反
問
す
る
〕
。

か
た
と
え
ば
何
が
何
の
依
所
で
あ
る
よ
う
な
の
で
あ
る
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
(
潜
勢
力
と
心
と
)
は
、
〔
壁
の
〕
絵
や
〔
盆
の
中

凶

引

な

つ

め

マ

い

M

の
〕
棄
の
実
な
ど
の
よ
う
に
容
れ
支
え
ら
れ
る
も
の
令
官
円
同
国
)
で
は
な
い
し
、
そ
れ
(
我
)
も
〔
絵
を
描
く
〕
壁
や
〔
棄
を
入
れ

(
る
〕
盆
な
ど
の
よ
う
に
容
れ
支
え
る
も
の
(
包
『
削
H
P

基
体
)
で
あ
る
の
も
正
し
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〔
こ
れ
ら
両

者
は
〕
啄
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
離
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
う
過
失
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
音
色

mzrESELobo

〔
論
者
が
〕
そ
れ
(
我
)
は
そ
の
よ
う
に
(
絵
に
対
す
る
壁
の
よ
う
に
)
依
り
所
で
あ
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。

そ
う
で
は
な
く

て
、
た
と
え
ば
地
が
呑
等
の

〔
依
り
所
〕

で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
も
し
い
う
な
ら
ば
、

〔
答
え
る
〕
。

〔
わ
れ
わ
れ
は
〕
甚
だ

満
足
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
こ
そ
〈
我
は
無
い
〉
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の

〔
主
張
を
〕
証
明
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば

香
等
と
は
地
は
別
で
は
な
い
よ
う
に
〔
我
も
心
や
潜
勢
力
と
は
別
で
は
な
い
〕
。

な
ぜ
な
ら
誰
が
呑
等
と
は
地
は
別
で
あ
る
と
固
執
す

る
か
。

し
か
し
、
地
に
は
香
等
が
あ
る
と
い
う
表
示
は
、
限
定
の
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
呑
等
は
〔
地
と

は
〕
別
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
木
像
の
身
体
と
い
う
表
示
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た

〔
我
と
意
と
の
結
合
が
〕

特
殊
の
潜
勢
力
に
も
と
づ
く
こ
と
が
あ
っ
て
も

な
ぜ
に
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
知
の
発
生
が
な
い
の

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

一一一一一一



一
二
四

台、

〔
反
論
者
は
答
え
る
〕
。

な
ぜ
な
ら
、
最
も
強
力
な
〔
潜
在
力
〕
が
あ
る
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
他
の

〔
諸
潜
勢
力
〕

は
妨
げ
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

〔
反
問
〕

そ
の
同
じ
最
も
強
力
な

〔
潜
勢
力
〕

は
、
な
ぜ
に
常
に
果
を
生
じ
な
い
の
か
。

お
よ
そ
こ
れ
に
論
理
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は

(σrr-田
口
同
)
の

〔
論
理
〕

で
あ
る
と
し
よ
う
。

し
か
し
我
は
無
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〆
ナ

な
ぜ
な
ら
記
憶
な
ど
は
属
性
と
い
う
範
属
切
で
あ
る
か
ら
(
m
川
口
恒
同
・
】
)
同
仏

hv

印
象

伊
〔
論
者
が
〕
必
ず
我
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

d
伎

立
]
戸
田

H
4
問。、

ま
た
そ
れ

(
属
性
)
は
意
味
と
し
て
必
ず
実
体
に
依
存
す
る
の
だ
か
ら
(
骨
ミ
ユ
ー
小
号
伊
丹
司
問
。
、

v
 

〔
答
え
る
〕
。
そ
う
で
は
な
い
。

ま
た
そ
れ
ら
(
記
憶
等
)

仰
に
他
の
依
り
所
は
あ
り
え
な
い
か
ら
だ
、

と
も
し
い
う
な
ら
ば
、

な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ら

(
記
憶
等
)
が

属
性
と
い
う
範
障
で
あ
る
こ
と
は
成
立
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
に
あ
っ
て
は
、
も
う
す
べ
て
現
に
存
在
し
て
い
る
も
の

が
、
実
体
で
あ
る
。

(
山
)

〈
沙
門
果
と
は
六
つ
の
実
体
で
あ
る
〉

と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
(
記
憶
等
)
が
実
体
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
成
立
し
て
い
な
い
。

マ

川
り
所
の
意
味
、
が
検
討
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

D
 

「也、

な
ぜ
な
ら

〔
既
に
〕
依

お
よ
そ

〔
上
来
議
論
さ
れ
た
こ
と
〕

は
も
う
何
で
も
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

(囲)

業

の

問

題〕

，-、
19 

自
我
意
識
と
そ
の
対
象
ー
ー
ー
身
心
の
諸
要
素
(
謹
)
に
対
し
て
自
我
意
識
が
あ
る
〕

4764 

〔
問
〕
我
が
無
い
な
ら
ば
、
何
の
た
め
に
業
(
行
為
)
を
作
る
の
か
。

〔
答
〕
私
は
楽
(
幸
福
)
に
な
る
よ
う
に
、
私
は
苦
し
く
(
不
幸
に
)
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
こ
の
よ
う
な
た
め
に
〔
業
を
作
る
〕
。

〔
問
〕
こ
の
私
(
国
r
g
H
)
と
い
う
の
は
何
か
。

〔
公
呂
こ
の
自
我
意
識
(
与
問
召

E
F
私
と
思
う
こ
と
、

私
と
言
う
こ
と
、

我
執
、
我
慢
)
が
、
対
象
(
己
官
官
-

境
)
と
す
る

(P.1肝心

と

ろ
の
も
の
で
あ
る

〔
間
〕
こ
の
自
我
意
識
は
何
を
対
象
と
す
る
の
か
。

〔答〕

〔
身
心
の
要
素
の
〕
集
合
体
(
趨
)
を
対
象
と
す
る
(
由

F
S
L
E
Z
4
2
3乙。

〔
間
〕
ど
の
よ
う
に
し
て
知
ら
れ
る
の
か
。

〔
答
〕
そ
れ
ら
(
身
心
の
要
素
の
諸
集
合
体
)
に
対
す
る
愛
(
回
日
r
p
責
愛
)
か
ら
、

し
か
も
白
い
等
の
意
識
(
覚
〉

と

〔
自
我

意
識
と
が
〕
同
格
関
係
に
あ
る
か
ら
(
出
向
B
E
E
E
r
R白
書
印
。
、

〔
自
我
意
識
が
そ
れ
ら
身
心
の
要
素
の
諸
集
合
体
を
対
象
と
す
る

と
知
ら
れ
る
〕
。

〔
即
ち
〕

「
私
は
白
い
」

「
私
は
黒
い
」

「
私
は
肥
っ
て
い
る
」

「
私
は
痩
せ
て
い
る
」

「
私
は
老
い
た
」

「
私
は
若

い
」
と
、
白
い
等
の
意
識
(
覚
)
と
こ
の
自
我
意
識
と
が
同
格
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
見
ら
れ
る
。

し
か
し
我
に
は
こ
れ
ら
の
種
類
の

も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
も
、
〔
身
心
の
要
素
の
〕
諸
集
合
体
(
誼
)
に
対
し
て
こ
の
〔
自
我
意
識
〕
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

〔
論
者
は
言
う
〕
。
我
に
益
を
な
す
(
ロ
官

E
E
E
)
身
体
に
対
し
て
も
、
我
で
あ
る
と
い
う
比
喰
的
表
現
が
あ
る
(
陸
自
由
EEVR同
H
P

仮
説
し
て
我
と
為
す
)
。

た
と
え
ば
、

〔
召
使
に
対
し
て
〕

「
お
よ
そ
こ
れ
な
る
者
こ
そ
私
で
あ
る
。
彼
こ
そ
こ
の
私
の
召
使
で
あ
る
」

と
い
う
よ
う
に
。

〔
反
論
す
る
。
我
に
〕
益
を
な
す
者
に
対
し
て
も
我
で
あ
る
と
い
う
比
轍
的
表
現
が
あ
る
が
、
自
我
意
識
は
な
い
。

〔
問
〕
〔
自
我
意
識
は
〕
身
体
を
対
象
(
所
縁
)
と
す
る
の
で
あ
る
が

(
E
H
E巴
回
目
宮
口
伊
丹
4
m
〉
、
他
人
の
身
体
を
対
象
と
す
る
こ
と

も
、
な
ぜ
な
い
の
か
。

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
〉

一一一五



一一一六

〔答〕

〔
自
我
意
識
は
他
人
の
身
体
と
は
〕
関
係
(
相
属
)
が
な
い
か
ら
で
あ
る
公

E
召

E
E
E
C。
な
ぜ
な
ら
何
で
も
或
る
身

体
或
い
は
心
と
こ
れ

(
自
我
意
識
)
と
の
関
係
が
あ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
だ
け
、

こ
の
自
我
意
識
が
起
こ
る
が
、

他
の
と
こ
ろ
に
お
い

て
は

co 

巧

d
d
笠

〔
起
こ
ら
〕

な
い
か
ら
で
あ
る
。

無
始
な
る
輪
廻
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
に
繰
返
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
公
rr可
針
向
。
。

〔問〕

ま
た
関
係
(
印
戸
同
官
官
ロ
仏
r
p
相
属
)
と
は
何
か
。

(
答
〕
結
果
と
原
因
と
で
あ
る
こ
と

(
E
q出
目
広
岡
田
宮

EF皆
P

因
果
性
、
因
果
関
係
)
で
あ
る
。

〔間〕

も
し
我
が
無
い
な
ら
ば
、

何
(
誰
)

に
こ
の
自
我
意
識
が
あ
る
の
か
。

〔
答
〕
こ
れ
は
、

「
こ
の

〔
誰
と
い
う
〕
第
六
格
(
属
格
)
は
何
の
意
味
か
」
(
市

-
h
3
乃
至
「
お
よ
そ
こ
の

〔
自
我
意
識
の
〕
因

で
あ
る
も
の
に
だ
け

こ
れ

(
自
我
意
識
)
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
そ
の
同
じ
こ
と

ハ
問
題
〉
が
、

再
び
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

〔間〕

ま
た
〔
自
我
意
識
の
]
他
の
因
と
は
何
か
。

〔
答
〕
前
の
自
我
意
識
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

(

山

)

(由
P
4
F
円四可戸口町片付回)

(
薫
習
さ
れ
)
、

自
ら
の

〔
心
の
〕
連
続
態
を
対
象
と
す
る
、

無
明
を
伴
な
う
心

で
あ
る
。

〔
問
〕
我
が
無
い
な
ら
、
こ
の
楽
し
み
、
或
い
は
苦
し
む
者
は
何
か
。

〔答〕

お
よ
そ
そ
の
依
り
所
宮
町
田
同
国
)

に
お
い
て
楽
或
い
は
苦
が
生
ず
る
。

た
と
え
ば
花
が
咲
い
た
樹
、

果
実
が
な
っ
た
森
と
い

う
よ
う
に
。

〔問〕

し
か
し
ま
た
、
こ
れ
ら
(
楽
苦
)
の
依
り
所
は
何
か
。

〉
〔
答
〕
六
処
(
宮
仏
目
印
可
巳

g
p
六
つ
の
認
識
の
領
域
リ
リ
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
)
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う

守

b円吋
マ
』
に
述
べ
ら
れ
た
。

P
 

r一、
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業
の
作
者
|
|
身
心
の
諸
要
素
の
諸
集
合
体
(
穣
)
か
ら
成
る
者
。
我
は
無
用
〕

47619 

〔
間
〕
我
が
無
い
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
業
(
行
為
)
の
作
者
は
何
か
。

ま
た
〔
業
の
〕
果
の
享
受
者
は
何
で
あ
る
か
。

〔
反
問
〕
作
者
と
い
い
、
或
い
は
享
受
者
と
い
う
こ
の
言
葉
の
意
味
は
何
か
。

(D.94a) 

〔
論
者
の
答
〕
作
る
と
い
う
の
が
作
者
、
享
受
す
る
と
い
う
の
が
享
受
者
で
あ
る
。

ム

〔
反
問
〕
同
義
語
(
宮
司
司
る
が
言
わ
れ
た
が
、
意
味
は
〔
言
わ
れ
て
い
〕
な
い
。

〔
論
者
の
答
〕

〈
作
者
は
自
在
で
あ
る
(
田
4
色白ロ片岡田『

r
R
E
)
V
9
2山
口
ニ
・
品
・
忠
)
と
作
者
の
定
義
を
、
定
義
学
者
。
停
泊
担
保
P

で
あ
る
E
と

そ
れ
か
ら
或
る
事
業
(
片
山
々
P

果
)
に
対
し
て
だ
け
或
る
者
に
自
在
性
(
由
4
同
S
E
q白〉

で
あ
る
乙
と

〔
自
在
性
〕
が
見
ら
れ
る

世
間
に
お
い
て
デ
l
ヴ
ア
ダ
ッ
タ
に
は
、

泳
浴
・
食
事
・
歩
行
等
に
対
し
て

文
法
学
者
、
弁
法
相
者
)
た
ち
は
言
う
。

が
あ
る
。

〔
た
と
え
ば
〕

〔
よ
う
に
〕
。

〔
反
論
〕

(
山
)

し
か
し
貴
殿
は
、
何
を
デ
l
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
に
喰
え
る
の
か
。
も
し
我
を
〔
喰
え
る
〕
な
ら
ば
、
そ
れ
(
我
)
こ
そ
証
明
さ

な
ら
ば

も
し
〔
身
心
の
要
素
の
〕

そ
れ
こ
そ
が
作
者
で
あ
る
。

五
つ
の
集
合
体
(
趨
)

か
ら
成
る
も
の
(
宮

r
s
r
g島
田
宮
)
を
〔
喰
え
る
〕

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
こ
の
業
は
三
種
で
あ
り
、

身
・
語
・
意
の
業
で
あ
る
。

そ
の
中
で
ま
ず
身
業
に
お
い
て

は
、
身
の
作
用

(
4
Z
C
は
心
に
依
存
す
る
な
昨
S'宮
E
S
Z
E
)。
ま
た
心
の
作
用
も
身
に
お
い
て
自
ら
の
因
に
依
存
す
る
。
そ
の

で
あ
る
こ
と

と
、
何
に
も
自
在
性
は
無
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
存
在

Q
E
S
)

〔
心
の
因
の
作
用
〕
も
同
様
で
あ
る
、

は
縁
に
依
存
し
て

(
有
田
守
印
可
田
町
宮
E
E
E
E〉
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
我
も
ま
た
〔
他
を
〕
予
想
し
な
け
れ
ば
因
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
自
在

で
あ
る
ζ
と

性
は
成
立
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
い
か
な
る
作
者
も
こ
の
よ
う
な
定
義
を
有
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
或
る
も
の
(
甲
)

Aa 

m
が
或
る
も
の
(
乙
)
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
と
、
甲
は
乙
の
作
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
我
が
ど
こ
で
も
原
因
で
あ
る
こ
と
は

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

一
二
七



一
二
八

見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
(
我
)
が
こ
の
よ
う
に
し
て
も
、
作
者
で
あ
る
と
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
欲
(
口

r
g
E・

楽
欲
)
は
記
憶
よ
り
生
じ
、

大
雑
把
な
思
考

(
4
山S
H
E
W
尋
¥J 

は
欲
よ
り
生
じ
、

大
雑
把
な
思
考
よ
り
努
力
(
育
毛
色
ロ
P

勤
勇
〉

が
〔
生
じ
〕
、
努
力
よ
り
風

(
4
身
る
が
〔
生
じ
〕
、
そ
れ
よ
り
業
〈
行
為
)
が
〔
生
ず
る
〕
、
と
、
こ
こ
で
我
は
何
を
な
す
の
か
。

〔問〕

ま
た
お
よ
そ
こ
の
我
が
そ
れ
を
な
せ
ば
享
受
者
と
考
え
ら
れ
る
、

果
の
享
受
(
与
阻
害
O

ぬる

と
は
何
か
。

〔
論
者
が
〕
感

知
(
ロ
宮
F
E
E
-
了
別
)
で
あ
る
、
と
も
し
い
う
な
ら
ば
〔
答
え
る
〕
。
我
に
は
感
知
に
対
す
る
能
力
合
同
B
R
F可
同
)

は
な
い
。
認

〉
識
に
対
し
て
〔
我
に
能
力
が
あ
る
こ
と
は
〕
否
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
o

a
 

Z

2

5

V

 

訓

m

〔
問
〕
我
が
無
け
れ
ば
、
な
ぜ
に
衆
生
を
拠
り
所
と
し
な
い
で
は
(
問
団
塁
手
昏
五
百
口
問
)
、
罪
悪
と
福
徳
の
積
集
が
な
い
の
か
。

P
 

〔答〕

〔
衆
生
を
拠
り
所
と
し
な
い
も
の
は
〕
感
受
等
の
依
り
所
で
な
い
か
ら
で
あ
る
?
包
自
注
可
・

8
忠
EM弘
司
問
。
。

ま
た
そ
の

依
り
所
は
六
処
(
認
識
の
領
域
、
感
官
〉
で
あ
っ
て
、
上
述
の
よ
う
に
我
で
は
な
い
。

，--.、

21 

ど
の
よ
う
に
し
て
業
か
ら
果
が
生
ず
る
か
|
|
業
の
連
続
態
の
特
殊
の
変
化
〕

4777 

〔
問
〕
我
が
無
い
と
、
ど
う
し
て
消
誠
し
た
業
か
ら
将
来
に
果
が
生
ず
る
の
か
。

〔
反
問
〕
我
が
あ
る
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
消
滅
し
た
業
か
ら
将
来
に
果
が
生
ず
る
の
か
。

〔
論
者
の
答
〕
そ
の
〔
我
〕

に
依
存
し
た
法
(
善
)
と
非
法
(
悪
)
か
ら
(
仲
田
監
笠
宮

-aHRS注目
H
a
g月
)
〔
果
が
生
ず
る
〕
。

〔
反
容
〕
こ
の
言
葉
の
論
理
守
口
E
C
は、

「
た
と
え
ば
何
が
何
に
依
存
し
て
」
〔
云
々
〕
と
、
答
え
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
〔
我
に
〕
依
存
し
て
い
な
い
法
・
非
法
か
ら
〔
果
が
〕
あ
る
と
し
よ
う
。
し
か
し
我
々
は
決
し
て
、
消
滅
し
た
業
か
ら
将
来
に
果
が

出

v

訓
生
ず
る
、
と
言
う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
〔
業
の
〕
連
続
態
の
特
殊
の
変
化
か
ら

D
 

(仲間同
z
由何回召

S
己
E

回以由同日恒同自由

at炉
開

4
F
業
の

相
続
転
変
差
別
よ
り
〉

〔
業
の
果
が
生
ず
る
〕
。

〔
た
と
え
ば
〕

種
子
と
果
の
よ
う
に
。

た
と
え
ば
種
子
か
ら
果
が
生
ず
る
よ
う
に
、

と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
(
巣
〉
は
消
滅
し
た
種
子
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
い
。

ま
た
〔
種
子
か
ら
〕
も
う
直
ち
に
〔
果
が
生
ず
る

の
〕
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の

〔
種
子
の
〕
連
続
態
(
相
続
)
の
特
殊
の
変
化
か
ら
、

〔
即
ち
〕
芽
・
茎
・
葉
等
の
順
序
に
よ
っ
て

出
来
た
花
を
終
わ
り
と
す
る
〔
連
続
態
の
特
殊
の
変
化
〕

か
ら
〔
果
が
生
ず
る
〕
。

〔
問
〕
し
か
し
、
そ
れ
〈
果
)
が
花
か
ら
出
来
た
と
す
る
と
、
何
故
に
そ
の
種
子
の
果
と
言
わ
れ
る
の
か
。

〔
答
〕
な
ぜ
な
ら
、
花
を
生
ず
る
そ
の
力
(
臼
曲
目
R
F
u主
功
能
)
は
連
続
し
て
そ
の
〔
種
子
〕
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら

(
川
〉

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
〔
花
を
生
ず
る
力
が
〕
そ
の
〔
種
子
〕
を
先
と
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
果
を
生
ず
る
の
に

そ
の
力
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
業
よ
り
果
が
生
ず
る
と
言
わ
れ
る
。

が
消
滅
し
た
業
か
ら
そ
れ
ハ
果
)
が
生
ず
る
の
で
も
な
く
、

ま
た
〔
業
か
ら
〕
も
う
直

ち
に
〔
果
が
生
ず
る
の
〕

で
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
〔
業
の
〕
連
続
態
の
特
殊
の
変
化
ハ
相
続
転
変
差
別
〉
か
ら
〔
果
が
生
ず
る
の
で

あ
る
〕
。

押
〔
問
〕
し
か
ら
ば
連
続
態
〈
回
同
HHHgt・
相
続
)
と
は
何
か
0

4
生

と
は
何
か
。

変
化
(
吉
岡
山
同
制
問
g
p
転
変
〉
と
は
何
か
。

特
殊
守
広
m
d
p

差
別
)

(
川
)

お
よ
そ
業
を
先
と
す
る
後
後
の
心
の
起
こ
る
こ
と
が
連
続
態
(
相
続
)
で
あ
る
。
そ
の

(
川
)

)
異
な
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
変
化
(
転
変
)
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
〔
変
化
〕
が
す
ぐ
続
い
て
果
を
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、

防

マ

(

川

)

m
そ
れ
は
他
の
変
化
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
特
殊
の
変
化
(
転
変
差
別
)
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
再
生
守
口

E
H・5
2
P

P
一

(

問

)

(
後
有
〉
の
取
著
を
伴
な
う
死
心
(
自
己
目
。
同
an
吉
白
)
の
よ
う
に
。
種
々
の
業
を
先
と
す
る
け
れ
ど
も
、
重
い
業
、
或
い
は
近
い

〔答〕

〔
連
続
態
〕

ヵ:

〔
そ
れ
ぞ
れ
〕

相

〔業〕、

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

一
二
九



二二

O

或
い
は
繰
返
さ
れ
た
〔
業
〕

(
山
)

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
能
力
(
功
能
)
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
他
の
〔
業
の
能
力
は
明
ら
か
に
な
る
の
〕

で

主
主
、
o

'tチ
J

、LV

47722 

{
川
)

ま
た
〔
上
座
ラ

1
フ
一
フ
は
次
の
よ
う
に
〕
弓
一
口
う
。

〈
お
よ
そ
重
い
〔
業
〕
と
近
い

〔
業
〕
と
繰
返
さ
れ
た
〔
業
〕
と
先
に
作
ら
れ
た
〔
業
〕
と
は
、

業
の
輪
廻
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前
の
も
の
ほ
ど
先
に
熟
す
〉

〔と〕。

47725 

?し
'O.か

停し
戸、

匂ロ4
白

戸

0.. 
白l

ロ
同

ul 
印1

5 
同
月
F司ト

ロー
ミ4
同
'-ノ

』土

そ
の
中
で

〔
業
と
し
て
の
〕

異
熟
困
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
(
己

Z
E
E
r
a
?笹
山
仲
間
)
異
熟
果
を
与
え
る
能
力
(
功
能
)

異
熟

(
4
S山
w
p
業
の
報
い
と
し
て
の
果
)
を
与
え
る
と
停
止
す
る

(
4
E
-
S
H
E
P
滅

す
る
)
。

し
か
し
〔
業
と
し
て
の
〕
同
類
因
(
回
国
罫
仰
向
田
a
F
Z
ロ
〉
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
等
流
果
(
巳
匂
田
口
合
目
匂
「
と
る
を
与
え
る
能
力

A
口
に
は

は
、
諸
の
染
汚
の
〔
業
の
〕
場
合
は
、
対
治
(
℃
円
住
吉

Z
P

心
の
連
続
態
(
相
続
)
の
究
極
的
な
停
止
(
滅
)

反
対
対
立
)
が
生
ず
る
と
停
止
す
る
が
、
諸
の
不
染
汚
の

〔
業
の
〕
場

に
よ
っ
て
守
山
口
由
自
由
同
信

g
ロ伊丹可

mgg・4
E
2
3芯廿)、

入
滅
(
般
浬
繋
)

478 

す
る
と
き
に
、マ

〔
問
〕
次
に
、
何
故
に
種
子
の
果
か
ら
他
の
果
が
〔
生
ず
る
)
よ
う
に
、
異
熟
〔
果
〕

〔
停
止
す
る
〕
。

か
ら
他
の
異
熟
が
生
じ
な
い
の
か
。

〔
答
〕
ま
ず
全
て
が
比
轍
と
同
じ
な
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
こ
に
お
い
て
も
果
だ
け
か
ら
他
の
果
は
生
じ
な
い
。
む
し
ろ
特
殊

マ

熟
変
)
か
ら
生
じ
た
特
殊
の
変
異

(
i
E
E・4
広
忠
る
か
ら
〔
果
が
生
ず
る
〕
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
お
い
て

a
 
M
の
湿
脹

(iEPH--

(
何
で
も
元
素
の
種
類
で
あ
る
芽
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
が
、
そ
の

〔
芽
の
〕
種
子
で
あ
っ
て
、
他
は
〔
種
子
〕

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〔
芽
を
出
さ
な
い
限
り
種
子
と
は
呼
べ
な
い
け
れ
ど
も
〕
、

し
か
し
将
来
の
〔
芽
が
出
た
と
き
種
子
と
い
う
〕
名
称
に
よ
っ
て
、

或
い

は
〔
種
子
と
〕
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
の
連
続
態
も
種
子
と
呼
ば
れ
る
。
同
様
に
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
も
し
そ
の
異
熟

正
・
不
正
の
法
を
聞
く
な
ど
特
殊
の
縁
か
ら
生
じ
た
善
な
る
汚
れ
の
あ
る
(
有
漏
の
)
、

(
川
)

心
の
変
化
合
吉
田
E
4
持
母
国
〉
が
生
ず
る
と
、
そ
れ
よ
り
再
び
他
の
異
熟
が
生
ず
る
が
、
別
様
で
は
な
い
。
故
に
こ
れ
は
〔
比
轍
と
〕
同

(
H生
存
、
心
)
か
ら
、

或
い
は
不
善
な
る

じ
で
あ
る
。

或
い
は
ま
た

こ
れ
は
次
の
よ
う
に
知
る
が
よ
い
。

た
と
え
ば
〔
赤
い
〕
ラ
ッ
ク

〔
白
い
〕
花
か
ら
、
世
続
態
の
特
殊
の
変
化
か
ら
生
じ
た
赤
い
わ
た
千
四
百
P

瓢
)
が
果
実

(
-
同

rzw
紫
蹟
)
の
汁
に
染
め
ら
れ
た
拘
機

(P.I09a) の。
中島
に己
生 E
ず伝
る r

ヵ:
シ
ト
ロ
ン
、
蜜
柑
)
の

そ
れ
(
赤
い
わ
た
)
よ
り
再
び
他
の
も
の
は
〔
生
じ
〕
な
い
。
同
様
に
業
よ
り
生
じ
た
異
熟
か
ら
再
び
他
の
異
熟

は
〔
生
じ
〕
な
い
。

「一、

22 

結
語
|
|
業
と
そ
の
果
を
す
べ
て
知
る
の
は
諸
仏
の
み
〕

憎
〔
以
上
〕
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
智
慧
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
通
り
に
、
大
略
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
種
々
の
可
能
力
(
官
官
む

4

(

問
)

に
よ
っ
て
分
か
れ
た
諸
の
業
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
諸
連
続
態
(
相
続
)
が
、
こ
の
状
態
に
達
し
て
、
こ
の
よ
う
な
果
を
生
ず
る
、
と

い
う
こ
と
は
諸
仏
だ
け
の

〔
知
る
〕
境
界
で
あ
る
。

い
か
に
も
〔
人
は
〕
言
う
。

47812 

〈
業
と
そ
の
影
響

Q
E
4
2
P
窯
習
)
と
そ
の

〔
影
響
の
〕
作
用
の
獲
得

(ZE--凶
F
白
)
と
、
そ
れ
か
ら
果
と
を
、

決
定
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
仕
方
で
悟
る
の
は
、
仏
以
外
に
は
な
い
〉

〔と〕。

〈
以
上
、
諸
仏
の
よ
く
定
め
ら
れ
た
因
の
道
に
よ
っ
て
清
浄
な
る
こ
の
教
説
の
法
性
な

E
S
S
E
E門
医
ミ
自
己
⑦
を
聞
い
て

種
々
な
る
悪
見
に
動
く
盲
目
な
る
外
道
た
ち
の
思
想
を
破
っ
て
、
盲
目
な
ら
ぬ
人
た
ち
は
行
く
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
如
来
の
太
陽
の
語
の
光
の
輝
き
を
有
す
る
浬
撲
の
城
へ
の
一
道
で
あ
る

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

一一一一一



使
用
文
献
(
略
号
)

弘知
N
W
F
(底
本
)
句
・
司
g
ふ
宮
口
旦
-wbFF町
、
宮
、
s
b
b。
h
s
b
bミ
ミ
司
。
L

刊
て
bhRFQ宮内
F
S
N
ロ仏

mp-HU巳
E
・
5
8
(
E
Z
L
-
H申
晶
斗
)
・
〔
訳
文

の
上
欄
に
こ
の
ベ

l
ジ
と
行
と
を
示
し
た
〕

デ
ル
ゲ
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
『
東
北
目
録
』

Z
c・ち
U0・
n
r
c
m
自
D
S
'官
E

B
仏
E
L
-
r
1
ま
田
島
官
官
(
関
口
)
・

同
m
g
g
u
g円ロロ
mmHw
〈窓口})同ロ仏
rzv由
記
広
三
国
-cロ
主
任
命
吋
r
g
q
c同
ω巳
p
c
c円円(」
F
E
H
2注
目
有
田
H
S邑
宮
)
"
畑
、
。
臣
、
ENN
。
¥

L

『おら
.b

認、
hvNNDE』U
P
U
-
H
N
H
U∞
U
W
U匂
-HNUllH∞叶・

J同
窓
口
口
C円
山
開
U
B同
(
江
島
恵
教
)
噌
吋
め
は
口
岳
山
口
出
】
問
。
B
R
r
c同
吾
巾

Z
E
F
(
u
r回目見
2
0同
任
。
〉
F
広
E
H自由
}
8
2ゲ
r
g
u詰
(
東
京

大
学
仏
教
室
同
年
会
『
仏
教
文
化
』
第
二

O
号
、
一
九
八
七
年
、

B-Hlち
)

舟
橋
一
哉
「
称
友
造
供
舎
論
明
瞭
義
釈
破
我
口
問
」
(
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
第
一
五
集
、
昭
和
三
八
年
コ
一
月
、

3
・
Hi白
C

本
庄
良
文
「
シ
ャ
マ
タ
デ
1
ヴ
ァ
の
伝
へ
る
阿
含
資
料
!
被
我
品
註
l
」
(
『
仏
教
研
究
』
第
一
一
一
一
号
、
昭
和
五
八
年
、

E
・g
-
8
)

西
義
雄
『
国
訳
一
切
経
昆
曇
部
』
二
六
下
(
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
)
(
大
東
出
版
社
、
昭
和
一

O
年
、
昭
和
五
一
年
改
訂
)

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

Z
0・E
S
(
Z
Z
)

桜
部
建
「
破
我
品
の
研
究
」
(
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
第
一
一
一
集
、
一
九
五
九
年
、

E-NHiHHN)

同
「
倶
舎
論
に
お
け
る
我
論
|
破
我
口
問
の
所
説
」
(
中
村
元
編
『
自
我
と
無
我
』
平
楽
寺
書
応
、
一
九
六
三
年
、

E
・
品
目
白
∞
)

吋
roO門同
CH白
ω
R
r
R
E仲間
ru〉
叫
コ
守

h
g
N
H
F
Sミ
。
¥
H
F内
切

RRNKFな
な

(HemHbh叫品詰弘、
mH
叫】町村
HC-
〈
民
自
由
田
町
u
H由叶由

(HωHmLJ

HUNC)・

一一一一
一

で
あ
る
乙
と

こ
の
無
我
性
(
口
町
民

B
日
片
山
)
は
千
人
の
聖
者
の
行
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

〔
万
人
に
〕
聞
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
弱
い
眼
の
者
は
見
な
い
。

以
上
、
こ
れ
は
〔
教
学
の
〕
単
な
る
一
端
(
方
隅
)
だ
け
で
あ
り
、
〔
そ
れ
が
〕
賢
者
た
ち
に
対
し
て
示
さ
れ
た
の
だ
。

(
川
)

た
と
え
ば
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
〔
全
身
に
〕
拡
が
る
毒
に
対
す
る
傷
口
の
よ
う
に
〉
と
。

ロロ戸trJ ドoZ出町jw (そ ω吋叶

-r

『
大
正
新
倍
大
蔵
経
』

チ
ベ
ッ
ト
語
訳

口
号
回
目
当
c
m
F
R同
(
荻
原
雲
来
〉
w
句
、
古
川
今
HFNHhFFRhv晶、司
NQb。
hbHQhw除、
vυ
ぬ一

hq

房
仏
室
田
林
、
昭
和
四
六
年
(
初
版
、
昭
和
一
一
年
〉

て
と
。
遣
さ
d

(
党
文
倶
合
論
疏
)
覆
刻
、

山
喜

ペ
註
(
日
〉
『
仏
地
経
論
』
巻
四

(
T
二
六
、
一
二

O
九
下
〉
に
も
引
か
れ
る

(
E
指
摘
)
。

(回〉

T
二
、
一
二
二
二
上
二
二

l
二
三
、
句
・
門
司
-
E
C
=
l
P
K
F
口・匂
-
N
H
H
T
E
(以
上
三
例
は

H
、

E
指
摘
ご
さ
ら
に
『
別
訳
雑
阿
含
』
巻
五

(一

O
一
)
T
二
、
四
一

O
中
四
五
、
『
出
躍
経
』
巻
二
O

T
回
、
七
一
八
中
三
四
l
二
五

(
H
、
E
指
摘
)
、
『
根
本
説
一
切
有
部
昆
奈
耶

薬
事
』
巻
四

T
二
四
、
一
七
中
二
七
二
八
、
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
巻
三
九

T
二
一
二
、
八
四
コ
一
中
二
|
コ
一
、
同
巻
四
四

T
二一二、

八
六
八
上
一
ー
ー
二
、

q
b
g
g
a
b
q
-
F
E
E
H
L
E・)
M
Q
H・
口
一
足
立
b
G
E
N
R
E
-
匂
・
足
立
i
=
(以
上
二
例
は

H
、
E
指
摘
)
。

(
国

)

T
二
、
一
九
上
二
ハ
|
一
七
、
向
六
一
一
二
下
一
一
一
ー
ー
一
二
二
ぬ
-
H

戸
も
-
N

官
l
E
(以
上
三
例
は
日
、

E
指
摘
)
。
『
三
弥
底
部
論
』
巻
上

T

一
三
一
、
四
六
三
中
一

O

一
一
に
も
重
担
と
担
者
に
言
及
す
る

(
S
、
E
指
摘
ー
み
た
wb
℃
・
怠
∞
T
N
(次
註
参
照
)
に
こ
の
経
の
次
の
節
が

引
用
さ
れ
る
(

H

)

。
吋
bHERNhb
ミ旬、
b
F品
目
、
お
ミ
芯
bwNWQ賢
明
刊
誌

vb
凶
宮
、
品
交
匂
号
待
h
H・
H-HU・
5
日

7
N
(
c
o
h叫・
8
旬

-H印。
7N)
に
も
引
か

れ
る

(
E
指
摘
)
。
パ

l
リ

(
S
)
に
よ
る
と
、
ず
日
凶
印
E
H宮
田
口
己
℃
包
削
E
r
r
r
S
F
M同
(
宮
田
口
D
匂同仏間口出回官ロ仏日戸川即日予

r
E
s
r問
S
H同居間
m
m
E

(
吉
弘
四
回
目
品
、

-ur印HbL同
E
A
S
Z
(局
者
同
)
w
F同『守口同
rrro官
官

(
r
E
E
Eロ
停
官
官
E
Y
B
E
t
(
B
C
E目
)
(
カ
ッ
コ
内
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
は
同
3
b
H
E
E岳噴出・
3

E
も
ミ
叫
KN冊
目
酬
に
よ
る
)
。
こ
こ
の
宮
m
m
m
F
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
の
引
用
を
見
よ
。
要
す
る
に
特
定
の
姓

名
を
有
す
る
出
家
人
で
あ
る
。

(
口
出

)

T
二
、
一
九
上
二
二
、
同
六
コ
一
一
下
一
九
|
二

O
、
匂
-HHH・
匂
・
問
自
民
・
同
J
b
H
H
q
b
M
b
e
h
s
b
bも
昌
弘
吉
宮

(
C
O句・

8
司・

5
0
5〉
(
E
指

摘)。

(
日
)
雪
印
日
円
仲
間
4
白
召
認
己
(
℃
・
品
g
J
-
M
N宮
、
雪
国
r
S
4
0
5己
(H肘
)
・
不
可
説
な
る
プ
ド
ガ
ラ
(
人
格
主
体
、
霊
魂
)
が
有
る
、
と
い
う
の

が
優
子
部
の
主
張
で
あ
る
。

(
田
山
〉
ミ
・
口
同
℃
・
ロ
ω
。
(
白
山
口
口
冨
庄
内
H
E
を
列
挙
す
る
中
に
ロ
J

岳
山
由
民
仲
間
品
名
問
片
山
富
と
い
う
)
、
「
大
昆
婆
沙
論
』
巻
一
九
八

T
二
七
、
九
八

八
上
に
も
同
越
の
論
が
あ
る
(
共
に
日
指
摘
)
。
ヨ
一
一
弥
底
部
論
』
巻
上

T
三
二
、
四
六
三
上
五
に
は
有
人
見
-
一
化
生
一
故
正
見
と
あ
る
(

S

)

。

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

→ 

一一一一一



二
二
四

化
生
と
は
地
獄
や
天
の
有
情
の
よ
う
に
、
胎
生
で
も
卵
生
で
も
湿
生
で
も
な
く
忽
然
と
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(
臼
)
由
主
守
忽
〈
田
口
S
H
r
r
同
〈
昨
(
也
-
A
H
A
W
∞
E
)
-
h
g
札
ω
巳
3
4
4
田
口
田
口
E
H
r
r
仰
ぐ
営
(
n
J

円HH凶)

(
団

)

T
二
、
五
六
一
上
九
、
一
八
、
中
二
、
一
O
、
一
九
、
向
五
六
九
中
二
O
、
二
四
、
ト
「
司
-
N
N
N
・
『
本
事
経
』
巻
二

T
一
七
、
六
七
一
上

四
(
以
上
H
指
摘
)
。
『
一
二
弥
底
部
論
』
巻
上

T
一
一
一
一
一
、
四
六
三
上
一
四
(
S
、
E
指
摘
)
、
『
成
実
論
』
巻
一
一
一

T
二
一
二
、
二
五
九
下
一
八
、

同
ミ
E
g
H
H
E
切

出

回

E
l
z
に
引
用
さ
れ
る
(
S
指
摘
)
。
こ
の
一
人
の
人
格
(
宮
島
町
田
『
)
と
は
如
来
の
こ
と
で
あ
る
。

(
印

)

T
二
、
九
三
下
一
八
|
二
O
。
経
名
を
除
け
ば
h
ト
句
、
y
H

ニお
T
E
に
も
同
文
が
引
か
れ
て
い
る
(

H

)

。
ミ
S
ξ
E
b
』
留
守
b
N
b
G
言
、
品

ω
-
H
k
b
己
包
・
同
】
・
5
∞
N
H
l
N
M
M
ω
・
回
m
m
口
E
a
w
匂
・
5
N
U
1
4
(
M
内
〈
口
H
-
H
C
H
註
)
w
ι
旬
。
礼
F
N
.
2
w
・
い
て
ん
刷
刊
誌
也
、
b
h
v
b出
KNMhN
司
-
F
・
ぐ
知
町
内
田
可
白
色
-
u
℃
-
N
N
ω
=
l
E

Q
Mハ
-
a
註
)
に
引
か
れ
る
(

H

)

0

同
】
白
H
N
G
b
h
Q
4
6
h
g
b
品
目
、
給
油
K
N
E
E
岳
、
忌
b
N
g
b
S
た
や
る
h
H
・
H
-
℃
-
N
5
H
4
1
E
(
C
0
・
同
・
8
可
-

H
叶
印
〉
・
ま
た
サ

I
ン
ク
ヤ
派
の
師
、
R
E
ミ
q
N
.
如
何
(
匂
m
g
p
可
阻
止
・
)
℃
・
斗
斗
5
1
5
に
も
引
か
れ
る
。
ま
た
『
成
実
論
』
巻
一
一
一

T
一
一
一
一
一
、
二
五
九

上
二
三
に
「
有
レ
業
有
ニ
果
報
一
作
者
不
レ
可
レ
得
衆
縁
和
合
故
」
と
あ
る
の
も
同
趣
で
あ
る
。
な
お
同
経
の
経
名
と
別
文
は
k

怠
旬
、
v
・
喝
-
N坦
坦

E
1
5

に
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
宮
下
晴
輝
「
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
本
無
今
有
論
の
背
景
|
『
勝
義
空
性
経
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
『
仏
教
学

セ
ミ
ナ
ー
』
第
必
号
、
一
九
八
六
年
、
7
U
ぺ
l
ジ
)
は
、
こ
の
経
の
原
文
を
復
元
し
て
い
る
。

(
印

)

T
三
、
一
O
二
中
三
|
四
(
人
名
は
頗
求
那
)
。
句
・
ロ
・
℃
-
E
7
∞
(
経
名
目
g
m
m
g
田
)
(
回
、
開
)
O
H
V
E
-
関
口
E
守
・
怠
∞
E
凶
器
)
を
ペ
(
匂
・

さ
せ
J
に
従
っ
て
H
M
E
釘
己
目
白
と
改
め
た
(
E
)
。

(mm)

巳
}
a
G仲
間
(
H
V
-
A
B
∞
宮
)
-
H
出
向
島
札
口
-
r
d
m
な
片
山
(

J

へHH凶)・

(
位
〉
・
白
色
E
自
己
ロ
苫
件
。
一
弘
忍
甲
山
富
召
}
内
向
。
門
戸
吉
岡
弘
問
問
-
Z
H
M
『
邑
二
回
0
.
2
t
r
目
『
一
(
]
V
A
H
S
J
-
h
s
礼
-
-
-
-
B
邑
E
r
t
u
詰
仏
お
甲
山
口
E
H
H
H

r
m
w
g
z
一
也
ロ
-
L
m
m
L
回
目
可
宮
山
山
m
q
d
E
L
r
m
w
f
(
何
)
・

(
臼
)
口
笠
宮
E
S
笠
間
}
H
Q
-
怠
由
同
)
・
見
E
札
口
宮
守
口
即
日
芹
削
口
(
H
H
W
)
・

(
臼
)
ω
悶
召
]
岳
山
ユ
ヨ
『
宮
H
U
B
H
H
g
・
4
邑
田
f
Q
-
A
S
宝
)
・
同
g
礼
ω
山
岡
村
戸
r
r
リ
『
弔
問
グ
同
】
〈
・
(
H
開
)
・
サ
l
ン
ク
ヤ
派
の
転
変
説
は
匂
・
5
u
E
l
E
に
説

か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
転
変
説
批
判
に
つ
い
て
は
拙
著
『
サ
l
ン
ク
ヤ
の
哲
学
』
(
平
楽
寺
書
広
、
一
九
八
二
年
)
一

二
O
|
二
二
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
日
〉
入
山
知
N
W
F
・
可
-
N
品
H
(
玄
英
訳
巻
二

T
二
九
、
八
下
八
〉
に
「
〔
十
種
の
〕
色
処
は
唯
大
種
だ
け
で
あ
る
、
と
尊
者
覚
天
は
い
う
」

(
F口
仲
間
E
B
山
H
B
召

【
】
由
念
宮
窓
口
同
ロ
丘
四
百
ι
S
3
3
回
出
仏
門
山
E
p
g
-
v
)
と
あ
る
。
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
一
一
七

T
二
七
、
六
六
一
下
一
四
ー
に
よ
る
と
彼
は
造
色

(
元
素
に
よ
っ
て
存
在
す
る
も
の
〉
は
大
種
の
(
一
元
素
〉
の
差
別
で
あ
る
と
し
た
と
(
S
指
摘
)
。
一
般
に
は
四
大
種
(
元
素
〉
は
〔
地
の
〕

堅
性
e

〔
水
の
〕
湿
性
、
〔
火
の
〕
媛
性
、
〔
風
の
〕
動
性
の
四
に
限
ら
れ
、
他
の
物
質
的
な
も
の
(
色
〉
は
元
素
に
よ
っ
て
存
在
す
る
も
の

(
F恒
三
円
E
-
所
造
、
造
色
)
と
し
て
区
別
さ
れ
る
。
広
義
の
色
は
四
大
種
と
所
造
と
を
含
む
。

(
田
山
)
宮
口
口
r
m
同
月
間
r
g
U
1
0
5
F
・
・
(
]
Y
A
S
U
H
O
〉
-
H
N
E
礼
g
n
n
r
R
H
円
S
E
H
H
M
己
:
・
(
H
何
H
H
ω
H
E
・
)
・

T
二
、
二
四
四
上
一
回
、
二
四
五
下
五
、

四
四
コ
一
上
一
三
、
何
H
〈
-
H
V
・
ω
U
N
-
-
J
ミ
-
H
・
℃
A
H
E
=
・
同
-
b
H
E
E
Q
4
H
h
g
p
品
目
、
白
地
刷
、
z
w
N
W
E
t
t
b
b
凶
E
E
H
叫
匂
司
N
.
2
r
-
u
・
5
A
F
0
1
4
(
C

O
N
叫
・
8
u
-
u
-
H
N
S
に
も
引
用
さ
れ
る
。

(
目
別

)
8
5唱
O
w
ロ
g
r
r
r
民
間
同
削
(
℃
-
A
S
U
H
N
)
・
河
内
島
丸
吋
O
B
恒
国
一
r
r
r
a
白
仲
間
(
H
肘
)
・

(
回
)
Z
R
E
E
同
と
呂
町
民
ロ
仏
印
王
と
の
対
論
は
ミ
忠
君
H
b
h
v
b
ミ
E
の
主
題
で
あ
る
が
、
以
下
の
文
章
は
同
書
の
中
に
は
見
あ
た
ら
な
い
と
い

う

(
E
〉。

(
回
)
ぴ
同
『
ロ
〈
♀
z
r
仰
を
白
吟
虫
記
恒
問
ず
y
g
d
口
広
(
℃
-
K
H
m
巡
回
恥
)
・
河
内
晶
、
ゲ
回
目
H
ロ
4
0
口
問
}
州
民
g
ー
恥
岡
田
同
H
岡
田
担
問
ず
円
戸
田
ぐ
恒
三
日
(
日
開
〉
・

(
叩
)
官
円
。
忠
(
U
-
A
q
c
J
-
H
N
S
礼
匂
m
H
m
w
E
(
℃
-
A
Fご
E
に
従
う
日
開
)
。

(礼
)

T
二
、
二
四
五
中
一
八
i
一一一一

o
Q・
句
・
怠
・
5
U
4
Q
〈
・
8
・
8
0自

8
t
J
・
「
別
訳
雑
阿
合
』
巻
一
O
(
一
九
五
)

T
二
、
四
四
四
下

九
i
一
六
参
照
(

H

)

。

(
冗
)

J

円℃・斗()∞
Z

に
よ
る
。

(
同
)
初
二
行
(
一
侮
)
は
同
】
ミ
E
E
白
4
N
h
g
b
白
も
む
と
&
N
Y
W
R
判
官
礼
忌
由
同
b
a
、
b
H
帆
句
、
、
N
.
2
H
W
H
U
5
A
F
H
T
H
a
(
C
O
匂
・
8
・
匂
-
H
N
由
E
i
N
O
)
に
も

引
用
さ
れ
る
(
E
Y

(
丸
)
品
田
3
1
2
同
(
℃
-
h
C
M
J
-
h
g
札
〈
自
由
湾
出
回
(
H
肘
〉
・

(
刊
山
)
民
3
1
h
w
U
巾
]
ぶ
問
可
同
(
同
y

品
、
吋
(
)
呂
)
・
河
内
晶
、
銀
出
M
込
山
田
)
命
日
内
包
可
同
(
打
開
〉
・

(
符
)
①
世
間
は
常
住
で
あ
る
。
②
世
間
は
無
常
で
あ
る
。
③
世
間
は
常
無
常
で
あ
る
。
④
世
間
は
非
常
非
無
常
で
あ
る
、
と
い
う
四
種
。
『
雑
阿

合
』
巻
三
四
(
九
六
三
)
T
二
、
二
四
六
上
二
一
ー
ー
一
一
一
一
一

(
H
1

『
別
訳
雑
阿
含
』
巻
一
O
(
一
九
七
)

T
二
、
四
四
五
下
一
一
一
一
ー
ー
一
五
参

照
。
た
だ
し
パ

l
リ
句
・
8
・
H
Q
〈
・
℃
・
邸
宅
l
)
で
は
①
と
②
の
二
句
の
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

η

)

J

円
七
-
S
U
E
-
監
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

『
ジ
ャ
ィ
ナ
の
弟
子
が
生
き
て
い
る
雀
を
捕
え
て
世
尊
に
問
う
た
。

「
こ
の
雀
は
生
き
て
い
る
か
、
否
か
」
と
。
彼
の
意
向
は
こ
う
で
あ

人
格
主
体
論
(
霊
魂
論
)

二一一五
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三
也
同
区
ロ
仲
間
時
間
信
(
日
、
H，
P
-
n開)・

(
川
)
同
ゲ
日
戸
山
口
円
4目立
31mg片山(匂・品、吋∞
HH〉
-MNRHR柏田
}ur山口町ぐ問見回一可出口広

(HHW〉-

(
山
)
印
g
E由同
B
R
F
U
F
i
g
H
U回
世
田
守
-
h∞回
ω
)
-
N
N
E
R叫

E丘団
m
G山
恒
久
巴

(HJ円・匂・斗
N
N
E
H
H
W〉
・
こ
こ
に
著
者
(
〈
出
田
口
E
ロ仏
r
F
世
親
)
は

『
倶
舎
論
』
を
傷
口
に
喰
え
、
諸
の
読
者
を
猛
毒
に
喰
え
て
い
る
。
説
一
切
有
部
の
教
学
を
全
身
に
喰
え
、
自
ら
そ
こ
に
『
俣
舎
論
』
と
い
う

切
口
(
傷
口
〉
を
与
え
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

(
川
)
以
下
次
の
ベ

I
ジ
に
七
行
に
わ
た
る
コ
戸
フ
ォ
ン
が
あ
る
が
、
今
は
略
す
。

〔
補
説
〕
こ
の
「
破
我
品
」
の
前
半
の
趣
旨
(
要
旨
)
は
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
(
』
hbF与
ぎ
わ
目
誌
な
-
b
F
A
N
E
S
)
第
一
八
章
一
(
頒
、
釈
。

ω・

プ

ド

ガ

ラ

H
i
t
-
a
-
宅
-
H
E
l
H町
田
)
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
人
格
主
体
の
問
題
は
、
こ
の
後
シ
ャ

l
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
と
そ
の
弟
子
カ
マ
ラ

シ
1
ラ
(
八
世
紀
後
半
)
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
(
同
1
b
H
H
g
-
E
4
柏崎、主
bw
叫
4

・
匂
・
目
、
白
晶
、
宮
〉
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
長
沢
実
導
『
聡
伽
行
思

想
と
密
教
の
研
究
』
(
昭
和
五
三
年
、
大
東
出
版
社
)
第
二
篇
第
二
章
第
こ
節
「
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
に
於
け
る
補
特
伽
羅
説
の
批

判
」
参
照
。
な
お
積
子
部
が
人
格
主
体
を
不
可
説
公
認

r
s
dる
と
し
た
こ
と
と
、
不
二
二
万
論
学
派
に
お
い
て
、
無
間
関
や
現
象
界
を
不
可

説
(
自
由
H
g
g
Eヨ
)
と
見
倣
し
た
こ
と
と
は
、
前
注

ωで
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
思
考
法
と
し
て
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
清
島
秀
樹
氏
「
不
三
一
元
論
と
仏
教
に
見
ら
れ
る
「
定
義
不
能
」
と
い
う
概
念
」
(
『
仏
教
学
』
第
幻
号
、
一
九
八
九
年

九
月
、
四
九
|
六
七
ペ
ー
ジ
)
が
初
め
て
言
及
し
た
。
ま
た
筆
者
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
冥
実
ハ
E
2
4同
)
と
不
可
説
な
も
の
」
と
い
う

論
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
日
本
宗
教
学
会
第
五
一
回
学
術
大
会
(
淑
徳
短
期
大
学
、
一
九
九
二
年
九
月
一
一
一
一
日
)
に
お
い
て
発
表

し
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
『
宗
教
研
究
』
二
九
五
号
、
一
九
九
三
年
、
一
九
一
一
一
ー
ー
一
九
五
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
お
い
た
。

(
平
成
四
年
三
月
二
十
四
日
成
稿
、
十
月
十
日
初
校
、
五
年
五
月
二
日
参
校
)
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